
「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

■
皆
様
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
岐
南
町
に
す
る
た
め
に
、

„
開
か
れ
た
議
会
“
を
目
指
し
て
「
議
会
だ
よ
り
」
の
役
割
を

十
分
に
認
識
し
、
今
後
も
広
報
委
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
知

恵
を
出
し
合
い
編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　（
黒
瀨
） 

 ■
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
る
こ
と
で
、
年
齢
と
同
じ
数
だ
け
福

を
身
体
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
の
が
、
福
豆
を
食
べ
る
こ
と
の

意
味
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
年
を
重
ね
る
毎
に
多
く
の
福
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
今
度
は
食
べ
き
る
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
沢
山
福
を
取
り
入
れ
る
際

に
は
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
・
・
・
　
　
　
　
　
　
　（
後
藤
） 

 ■
町
内
に
は
厳
し
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
精
一
杯
前
を
向
き

力
強
く
歩
ん
で
お
ら
れ
る
住
民
が
い
ま
す
。
そ
の
姿
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
感
動
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
住
民
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
得
た
こ
と
も
多
く
、
心
深
く
に
刻
み
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

住
民
が
僅
か
で
も
幸
せ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
議
員
と
し

て
の
役
目
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
小
島
） 

 ■
新
年
度
を
迎
え
、
心
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
議
員
は
新
年
が

２
度
あ
り
ま
す
。
１
月
と
４
月
で
す
。
個
人
的
な
新
年
は
比
叡

山
で
お
二
人
の
大
阿
闍
梨
と
お
会
い
し
、
新
年
を
迎
え
ま
す
。

護
摩
の
御
祈
祷
を
受
け
、
御
老
師
の
法
話
と
の
ひ
と
時
で
す
。

公
的
な
新
年
度
は
全
く
の
公
的
感
覚
で
迎
え
、
公
に
徹
す
る
一

年
を
誓
う
日
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
櫻
井
） 

 ■
前
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
副
議
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
の
で
残
り
の
任
期
中
は
一
般
質
問
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
「
副
議
長
は
議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
欠
け
た
と

き
に
お
い
て
議
長
の
職
務
を
行
う
」
と
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松

） 

今回のピックアップ（ボランティアネットワーク） 

12月定例会で決まったこと 
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著 作 権  
 
 
応募方法 
 
 
 
そ の 他  
お問合せ 

応募者自身が岐南町内で撮影し
た未発表写真 
（町内行事や風景等） 
※著作権・肖像権の侵害等が生
じないものに限ります 
デジタルデータ・プリント写真
（カラー写真） 
議会広報特別委員会にて審査 
採用作品は議会だよりに掲載 
著作権は撮影者本人 
※掲載６ヶ月間は他媒体での発
表はご遠慮下さい 
Eメール・郵送・事務局に持参 
（氏名・住所・電話番号・撮影
年月日と場所・写真のコメント
等を明記のこと） 
採用者には、粗品を贈呈します 
岐南町議会事務局 
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櫻
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浩
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郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
 

○
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
事
業
計
画

策
定
委
員
会
 

○
郡
町
村
議
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
 

○
社
会
教
育
委
員
の
会
 

○
長
野
県
南
箕
輪
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政
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研
修
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事
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○
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3月1日発行 

表紙の題字 

「　　」は 
西小学校6年 

裏野 杏実 さんの 
作品です 

うら の み あ 

風に乗り青空に伸びてゆく連凧（木曽川凧揚げまつり） 

大空に夢をのせて
 

　　　舞い上が
れ 

大空に夢をのせて
 

　　　舞い上が
れ 

大空に夢をのせて
 

　　　舞い上が
れ 

　北町民センターで「す
くすくサロン」が開催さ
れています。 
　今回は、親子で家族写
真を使い、可愛らしいカ
レンダーを作っていました。 
　皆さんとってもいい笑
顔ですね！ 

まちかど TOPICS
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今回の ピックアップ 
第1回岐南町議会議員と語る会 

WITH 
ボランティアネットワーク 

第1回岐南町議会議員と語る会 
WITH 

ボランティアネットワーク 

　岐南ボランティアネットワーク主催の「岐南町議会議員と語る会」が１１月２５日に開催されました。 
　岐南町明るい選挙推進協議会の協力を得ての第１回目は、ボランティアネットワークの３団体（クリーンロ
ーズ・石原瀬ボランティアの会・ぎなんプレーパークの会）の活動紹介の後、各議員が感想、意見を伝え、グ
ループに分かれ質疑・情報交換を行いました。 
　町政や議会などへのご意見や、要望を沢山いただき、今後に生かしていきたいと考えます。 

ボランティアネットワークとは・・・ 

1. お互いの活動について情報交換をし、協力できることは連携する 

2. 町の皆さんにも活動内容を発信する 

3. 「お互いに支え合い、暮らしやすい町をつくる」を目的に、 
　“未来に希望が持てるまちづくり”を目指し、地域活動を実施 

ボランティアネットワーク 
団体の活動！！ 

平成29年度　岐南ボランティアネットワーク登録団体 
団体名 主な活動場所 

おはなしの会 

岐南東・ 
子どもを守る会 

西小学校区 
「安全 
みまも～る隊」 

岐南町 
赤十字奉仕団 

ボランティア
ろくさん 

クリーンローズ 

岐南町 
食生活改善 
連絡協議会 

もちの木会 

石原瀬ボラン
ティアの会 

明るい社会づくり 
運動協議会 
岐南地区 

㈱中部空調 
サービス 

みんコミュ☆ 
ロゴス腹話術
研究会 
リベカ教室 

岐南まち歩き 

はみんぐ 

ぎなんECO
カレッジ 

わいわい広場 

冒険遊び場 
ぎなん 
プレーパーク
の会 
金曜の会 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19

岐南町図書館 
北小学校 
西小学校 
東小学校 
岐南東小学校区 
東小学校 
東3保育教育園 
うれしの保育園 

西小学校校下 

町内各所 

町内 

町内各所・
岐南町近郊 

町内 

町内施設 

石原瀬地内 

町内一円 

岐南町内外 

岐南町内外 

岐南町内外 

岐南町内外 

JA 
はぐり支店
2階 

岐南町内 

岐南町内 

岐南町内 

岐南町内 

主な活動内容 団体名 主な活動場所 主な活動内容 
毎週土曜日　岐南町図書館で読み聞かせ 
幼児から小学生を対象 
月に1回、各小学校で、クラスに入って
読み聞かせ 

校・園内での活動・学習 
下校時にあわせて東区の通学路パト
ロール 

週1回2人1組で3時から4時くらいま
でパトロール 

各種講習会（家庭看護法・AED取扱法等） 
非常食炊き出し訓練（町の防災訓練・
各町内の自主防災に参加） 
ひとり暮らしの高齢者慰問 
町フェスタ参加 
独り暮らし老人昼食会 
敬老会手伝い・町フェスタ手伝い 
やすらぎ苑　喫茶ボラ運営 
抹茶サービス（月1回30人分） 
町内の清掃活動（月1回土曜日） 
トーンチャイム演奏による施設訪問 
南町民センター管理 
町内ごみ収集の監視活動 
食育について 
老人（シルバー）料理教室 
公民館講座 
学習会（12回） 
やすらぎ苑にて喫茶室のボランティア 
親子の楽しい料理教室 
県の委託事業 
会費2000円内500円は県へ 
健全な家庭教育・家族のきずなの大切
さを提案する活動 
毎月1回（土）集い開催 
石原瀬地内の環境美化活動 
資源回収とごみの減量化活動 
子どもの安全パトロール活動 
子育て相談活動 
老人の食事会等をとおした敬老活動 
お助けマン活動 
ボランティア通信の発行活動 

三つのしつけ運動 
アフリカへの毛布を送る運動 
講演会活動 
清掃奉仕活動 
平島公園のそうじ（毎月第3金曜日） 
古切手収集 
世界の子どもにワクチンを募金など 
町づくりボランティア 

腹話術の人形を使って笑いのボランティア 
土・日の午前中以外ならいつでも可 

のんびり、じっくり、ゆっくりを目標に、
町内の歴史を学びながら歩きます。 
「おやこで遊べるカフェ はみんぐバード」 
月2回　0才～入園前のお子さんとマ
マに集まってもらいお茶とおしゃべり、
おもちゃ、絵本での遊びを楽しんでも
らう。 
「情報紙作り」 
子育て中のママ、パパが取材、執筆し
てあそび場ガイド冊子を作成。 
「講座事業」 
ごみ処理及び減量化対策（講座・毎月
第一月曜日開催） 
地球温暖化防止対策＆気候変動IPCC
講座 
省エネ・エコ活動で出前講座、夏休み
親子環境教室、エコ診断 
毎月下旬、川手畑公民館で茶話会、カ
ラオケなど高齢者を対象に集う。 
八剣北公園で木工工作、ダンボール工
作、築山すべりなど子どもと自由に遊ぶ。
プレーパーク勉強会の開催。 
多世代交流 
やすらぎ苑での喫茶営業 

〈訂正とお詫び〉前号に誤りがありましたので、下記のとおり訂正しお詫びします。 
P4下、支出の円グラフ内 
　衛生費 6億7,804万円　⇒　8億7,804万円 
　教育費 8億9,248万円（12.1%）（衛生費と総務費の間の項目抜け部分） 

 
P12、3・4段目：答弁者はすべて町長 
P14、3段目15行目：移住促進は需要　⇒　重要 

4段目12行目：認定子ども園以降　⇒　移行 
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今回の ピックアップ 
第1回岐南町議会議員と語る会 

WITH 
ボランティアネットワーク 

第1回岐南町議会議員と語る会 
WITH 

ボランティアネットワーク 

　岐南ボランティアネットワーク主催の「岐南町議会議員と語る会」が１１月２５日に開催されました。 
　岐南町明るい選挙推進協議会の協力を得ての第１回目は、ボランティアネットワークの３団体（クリーンロ
ーズ・石原瀬ボランティアの会・ぎなんプレーパークの会）の活動紹介の後、各議員が感想、意見を伝え、グ
ループに分かれ質疑・情報交換を行いました。 
　町政や議会などへのご意見や、要望を沢山いただき、今後に生かしていきたいと考えます。 

ボランティアネットワークとは・・・ 

1. お互いの活動について情報交換をし、協力できることは連携する 

2. 町の皆さんにも活動内容を発信する 

3. 「お互いに支え合い、暮らしやすい町をつくる」を目的に、 
　“未来に希望が持てるまちづくり”を目指し、地域活動を実施 

ボランティアネットワーク 
団体の活動！！ 

平成29年度　岐南ボランティアネットワーク登録団体 
団体名 主な活動場所 

おはなしの会 

岐南東・ 
子どもを守る会 

西小学校区 
「安全 
みまも～る隊」 

岐南町 
赤十字奉仕団 

ボランティア
ろくさん 

クリーンローズ 

岐南町 
食生活改善 
連絡協議会 

もちの木会 

石原瀬ボラン
ティアの会 

明るい社会づくり 
運動協議会 
岐南地区 

㈱中部空調 
サービス 

みんコミュ☆ 
ロゴス腹話術
研究会 
リベカ教室 

岐南まち歩き 

はみんぐ 

ぎなんECO
カレッジ 

わいわい広場 

冒険遊び場 
ぎなん 
プレーパーク
の会 
金曜の会 
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岐南町図書館 
北小学校 
西小学校 
東小学校 
岐南東小学校区 
東小学校 
東3保育教育園 
うれしの保育園 

西小学校校下 

町内各所 

町内 

町内各所・
岐南町近郊 

町内 

町内施設 

石原瀬地内 

町内一円 

岐南町内外 

岐南町内外 

岐南町内外 

岐南町内外 

JA 
はぐり支店
2階 

岐南町内 

岐南町内 

岐南町内 

岐南町内 

主な活動内容 団体名 主な活動場所 主な活動内容 
毎週土曜日　岐南町図書館で読み聞かせ 
幼児から小学生を対象 
月に1回、各小学校で、クラスに入って
読み聞かせ 

校・園内での活動・学習 
下校時にあわせて東区の通学路パト
ロール 

週1回2人1組で3時から4時くらいま
でパトロール 

各種講習会（家庭看護法・AED取扱法等） 
非常食炊き出し訓練（町の防災訓練・
各町内の自主防災に参加） 
ひとり暮らしの高齢者慰問 
町フェスタ参加 
独り暮らし老人昼食会 
敬老会手伝い・町フェスタ手伝い 
やすらぎ苑　喫茶ボラ運営 
抹茶サービス（月1回30人分） 
町内の清掃活動（月1回土曜日） 
トーンチャイム演奏による施設訪問 
南町民センター管理 
町内ごみ収集の監視活動 
食育について 
老人（シルバー）料理教室 
公民館講座 
学習会（12回） 
やすらぎ苑にて喫茶室のボランティア 
親子の楽しい料理教室 
県の委託事業 
会費2000円内500円は県へ 
健全な家庭教育・家族のきずなの大切
さを提案する活動 
毎月1回（土）集い開催 
石原瀬地内の環境美化活動 
資源回収とごみの減量化活動 
子どもの安全パトロール活動 
子育て相談活動 
老人の食事会等をとおした敬老活動 
お助けマン活動 
ボランティア通信の発行活動 

三つのしつけ運動 
アフリカへの毛布を送る運動 
講演会活動 
清掃奉仕活動 
平島公園のそうじ（毎月第3金曜日） 
古切手収集 
世界の子どもにワクチンを募金など 
町づくりボランティア 

腹話術の人形を使って笑いのボランティア 
土・日の午前中以外ならいつでも可 

のんびり、じっくり、ゆっくりを目標に、
町内の歴史を学びながら歩きます。 
「おやこで遊べるカフェ はみんぐバード」 
月2回　0才～入園前のお子さんとマ
マに集まってもらいお茶とおしゃべり、
おもちゃ、絵本での遊びを楽しんでも
らう。 
「情報紙作り」 
子育て中のママ、パパが取材、執筆し
てあそび場ガイド冊子を作成。 
「講座事業」 
ごみ処理及び減量化対策（講座・毎月
第一月曜日開催） 
地球温暖化防止対策＆気候変動IPCC
講座 
省エネ・エコ活動で出前講座、夏休み
親子環境教室、エコ診断 
毎月下旬、川手畑公民館で茶話会、カ
ラオケなど高齢者を対象に集う。 
八剣北公園で木工工作、ダンボール工
作、築山すべりなど子どもと自由に遊ぶ。
プレーパーク勉強会の開催。 
多世代交流 
やすらぎ苑での喫茶営業 

〈訂正とお詫び〉前号に誤りがありましたので、下記のとおり訂正しお詫びします。 
P4下、支出の円グラフ内 
　衛生費 6億7,804万円　⇒　8億7,804万円 
　教育費 8億9,248万円（12.1%）（衛生費と総務費の間の項目抜け部分） 

 
P12、3・4段目：答弁者はすべて町長 
P14、3段目15行目：移住促進は需要　⇒　重要 

4段目12行目：認定子ども園以降　⇒　移行 

ぎなん議会だより　第29号 2ぎなん議会だより　第29号 3



総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案1件 

12月定例会では　こんなことが決まりました 

町内中小企業を守り立てていきます（議案第39号） 

第4回（12月）定例会議会に提出された案件は13件です。 
議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。（議会規則では「表決」といいます。） 
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 
付託委員会欄の●総は総務常任委員会への付託を表します。 

●総 

議案第38号　岐南町個人情報保護条例の一部を改正する条例について 
　個人情報の保護に関する法律などの一部改正等に伴い、個人情報の定義の明確化や要配慮個人
情報の取扱いに係る事項を規定するため改正を行いました。 

議案第39号　岐南町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定について 
　中小企業等の振興に関する基本理念を定め、町経済の持続的な発展及び町民生活の向上に寄与
することを目的に制定されました。 

議案第40号　財産の取得について（戸別受信機（デジタル）購入）（変更） 
　中央電子工学株式会社と契約しているデジタル戸別受信機の購入費を280万4,581円増額し、
総額2,472万8,581円で変更契約をしました。 

議案第41号　岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について 
　岐阜県市町村職員退職手当組合の規約の一部を変更することを認めました。 

議案第42号　平成29年度岐南町一般会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ3,421万8千円を増額し、83億6,893万3千円としました。歳出の主な内容は、
旧総合調理センター用地売却に伴う委託料として157万円、総合健康福祉センターの光熱水費等と
して243万6千円、松波総合病院の運営負担金として1,050万円、町道109号線用地取得費等とし
て393万円の増額となっています。 

議案第43号　平成29年度岐南町介護保険特別会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ1,715万9千円を減額し、17億7,216万4千円としました。歳出の内容は介護
予防サービス等諸費となります。 

議案第44号　平成29年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ65万5千円を増額し、4億5,301万5千円としました。歳出の内容は後期高齢者
医療広域連合納付金となります。 

議案第45号　岐南町議会議員の議員報酬、旅費及び期末手当に関する条例の一部を改正する条
例について 

　人事院の勧告に基づく賞与の均衡を図るため、期末手当を0.1ヶ月分引き上げ、4.3ヶ月を4.4ヶ月
とするものです。 

議案第46号　岐南町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 
　人事院の勧告に基づく賞与の均衡を図るため、期末手当を0.1ヶ月分引き上げ、4.3ヶ月を4.4ヶ月
とするものです。 

議案第47号　岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 
　人事院勧告がなされたことを受け、給料表、勤勉手当の改正を行いました。 

議案第48号　平成29年度岐南町一般会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ1,776万6千円を減額し、83億5,116万7千円としました。歳出の内容は職員
の人件費精査に伴う各種経費となります。 

議案第49号　平成29年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ320万6千円を減額し、32億1,279万2千円としました。歳出の内容は職員の
人件費精査に伴う各種経費となります。 

議案第50号　平成29年度岐南町介護保険特別会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ199万5千円を減額し、17億7,016万9千円としました。歳出の内容は職員の
人件費精査に伴う各種経費となります。 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

黒瀨 

加藤 
後藤 

加藤 
後藤 

付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した
議員 

付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した
議員 

綰条例を制定するにあたって、町の基本的な考え方は。 
綏平成２６年、国が制定した「小規模企業振興基本法」
の中で、地方公共団体が小規模企業の振興に関し、
施策を作成し、実施する責務について規定しています。
岐南町だけではなく、全国的に条例を制定しつつあり、
本町も制定することにより、岐南町の中小企業に関
する基本理念を定め、施策を推進してく考えです。 
 
綰条例第1条の中で町経済の持続的な発展及び町民生
活の向上に寄与するとあるが、今まで行ってきた対
策は。 
綏町で行ってきた対策の一つに、空き店舗対策事業
があります。昨年、補助金交付要綱の見直しを行い、
８件の利用実績がありました。他には、創業支援事業
計画を策定し、創業事業の支援として、創業５年未満
の事業者が、商工会、金融機関等が行う、収益向上
の為の経営、財務、人材育成、販路開拓のセミナー
相談を受けることにより、無担保、無保証などの融
資拡充、登録免許税の軽減等の支援措置が受けるこ
とができる事業を行っています。 
 
綰条例第4条3項の中で、町は中小企業の受注機会の
増大に努めるとあるが、その対策は。 
綏町内業者で入札参加資格の未申請業者に対し、今後、
広報等で入札参加資格申請の提出について周知を図って
いきたいです。 
 

綰町内ほとんどが小規模企業と思われるが、総合的
支援の方針は。 
綏町内約７割が小規模企業ですが、中小企業、小規模
企業を問わず総合的に支援を行っていきます。今後は、
町に愛着を持って定着してもらうよう、若い方の雇
用の確保、人材育成にも取り組んでいきたいです。 
 
綰現時点での中小企業数と現在までの町発注の町内
受注件数と割合は。 
綏直近の税務課資料での中小企業法人数は、１,１７５社で、
町発注の入札状況は、今年度上半期工事の発注件数
３５件の内町内業者受注が１６件で４５.７%、委託の発注
件数４４件の内６件で１３.６%、物品購入の発注件数１５件
の内１件で６.７%です。 
 
綰事業者との意思疎通をどの様に図るか。 
綏以前の商工会は税務指導程度にとどまっているよ
うに見受けられたが、国からの指導で経営発達支援
計画を作成し、各事業所へ出向き、経営アドバイス
等を実施するなど、商工会員との関わりを密にして
いることから町も商工会と連携していきます。 
 
綰第8条の中で金融機関の役割として、円滑な資金融資、
経営相談とあるが、実際に条例を制定して効果があ
るのか。 
綏創業支援事業計画策定後に、商工会、金融機関に
対して説明を行い、町内の中小企業への支援協力を
求めました。事業者の方が、商工会、金融機関等が
行う創業相談、セミナーなどを活用されると考えて
います。 

決
定
 

議案第39号 
岐南町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定
について 

ぎなん議会だより　第29号 4ぎなん議会だより　第29号 5



総務常任委員会の報告 総務常任委員会の報告 
付託案件：議案1件 

12月定例会では　こんなことが決まりました 

町内中小企業を守り立てていきます（議案第39号） 

第4回（12月）定例会議会に提出された案件は13件です。 
議員は提出された議案に対して賛成又は反対の意思を表明します。（議会規則では「表決」といいます。） 
可否および議員の賛否は下表のとおりです。※反対した議員名のみ記載しています。 
付託委員会欄の●総は総務常任委員会への付託を表します。 

●総 

議案第38号　岐南町個人情報保護条例の一部を改正する条例について 
　個人情報の保護に関する法律などの一部改正等に伴い、個人情報の定義の明確化や要配慮個人
情報の取扱いに係る事項を規定するため改正を行いました。 

議案第39号　岐南町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定について 
　中小企業等の振興に関する基本理念を定め、町経済の持続的な発展及び町民生活の向上に寄与
することを目的に制定されました。 

議案第40号　財産の取得について（戸別受信機（デジタル）購入）（変更） 
　中央電子工学株式会社と契約しているデジタル戸別受信機の購入費を280万4,581円増額し、
総額2,472万8,581円で変更契約をしました。 

議案第41号　岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について 
　岐阜県市町村職員退職手当組合の規約の一部を変更することを認めました。 

議案第42号　平成29年度岐南町一般会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ3,421万8千円を増額し、83億6,893万3千円としました。歳出の主な内容は、
旧総合調理センター用地売却に伴う委託料として157万円、総合健康福祉センターの光熱水費等と
して243万6千円、松波総合病院の運営負担金として1,050万円、町道109号線用地取得費等とし
て393万円の増額となっています。 

議案第43号　平成29年度岐南町介護保険特別会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ1,715万9千円を減額し、17億7,216万4千円としました。歳出の内容は介護
予防サービス等諸費となります。 

議案第44号　平成29年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予算について 
　歳入歳出それぞれ65万5千円を増額し、4億5,301万5千円としました。歳出の内容は後期高齢者
医療広域連合納付金となります。 

議案第45号　岐南町議会議員の議員報酬、旅費及び期末手当に関する条例の一部を改正する条
例について 

　人事院の勧告に基づく賞与の均衡を図るため、期末手当を0.1ヶ月分引き上げ、4.3ヶ月を4.4ヶ月
とするものです。 

議案第46号　岐南町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 
　人事院の勧告に基づく賞与の均衡を図るため、期末手当を0.1ヶ月分引き上げ、4.3ヶ月を4.4ヶ月
とするものです。 

議案第47号　岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 
　人事院勧告がなされたことを受け、給料表、勤勉手当の改正を行いました。 

議案第48号　平成29年度岐南町一般会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ1,776万6千円を減額し、83億5,116万7千円としました。歳出の内容は職員
の人件費精査に伴う各種経費となります。 

議案第49号　平成29年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ320万6千円を減額し、32億1,279万2千円としました。歳出の内容は職員の
人件費精査に伴う各種経費となります。 

議案第50号　平成29年度岐南町介護保険特別会計補正予算 
　歳入歳出それぞれ199万5千円を減額し、17億7,016万9千円としました。歳出の内容は職員の
人件費精査に伴う各種経費となります。 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 

可決 
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加藤 
後藤 

付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した
議員 

付託 
委員会 

案　　　件 可否 
反対した
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綰条例を制定するにあたって、町の基本的な考え方は。 
綏平成２６年、国が制定した「小規模企業振興基本法」
の中で、地方公共団体が小規模企業の振興に関し、
施策を作成し、実施する責務について規定しています。
岐南町だけではなく、全国的に条例を制定しつつあり、
本町も制定することにより、岐南町の中小企業に関
する基本理念を定め、施策を推進してく考えです。 
 
綰条例第1条の中で町経済の持続的な発展及び町民生
活の向上に寄与するとあるが、今まで行ってきた対
策は。 
綏町で行ってきた対策の一つに、空き店舗対策事業
があります。昨年、補助金交付要綱の見直しを行い、
８件の利用実績がありました。他には、創業支援事業
計画を策定し、創業事業の支援として、創業５年未満
の事業者が、商工会、金融機関等が行う、収益向上
の為の経営、財務、人材育成、販路開拓のセミナー
相談を受けることにより、無担保、無保証などの融
資拡充、登録免許税の軽減等の支援措置が受けるこ
とができる事業を行っています。 
 
綰条例第4条3項の中で、町は中小企業の受注機会の
増大に努めるとあるが、その対策は。 
綏町内業者で入札参加資格の未申請業者に対し、今後、
広報等で入札参加資格申請の提出について周知を図って
いきたいです。 
 

綰町内ほとんどが小規模企業と思われるが、総合的
支援の方針は。 
綏町内約７割が小規模企業ですが、中小企業、小規模
企業を問わず総合的に支援を行っていきます。今後は、
町に愛着を持って定着してもらうよう、若い方の雇
用の確保、人材育成にも取り組んでいきたいです。 
 
綰現時点での中小企業数と現在までの町発注の町内
受注件数と割合は。 
綏直近の税務課資料での中小企業法人数は、１,１７５社で、
町発注の入札状況は、今年度上半期工事の発注件数
３５件の内町内業者受注が１６件で４５.７%、委託の発注
件数４４件の内６件で１３.６%、物品購入の発注件数１５件
の内１件で６.７%です。 
 
綰事業者との意思疎通をどの様に図るか。 
綏以前の商工会は税務指導程度にとどまっているよ
うに見受けられたが、国からの指導で経営発達支援
計画を作成し、各事業所へ出向き、経営アドバイス
等を実施するなど、商工会員との関わりを密にして
いることから町も商工会と連携していきます。 
 
綰第8条の中で金融機関の役割として、円滑な資金融資、
経営相談とあるが、実際に条例を制定して効果があ
るのか。 
綏創業支援事業計画策定後に、商工会、金融機関に
対して説明を行い、町内の中小企業への支援協力を
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震
被
害
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も
り
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雄
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地
方
創
生
の
具
体
的
な
施
策
 

学
校
に
俳
句
教
育
を
 

重
複
障
害
の
あ
る
児
童
の
入
学
 

財
政
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
 

●
大
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雅

司
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10
 

新
年
度
予
算
編
成
の
課
題
は
 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
 

子
ど
も
食
堂
事
業
実
施
へ
の
対
応
 

子
育
て
短
期
支
援
事
業
実
施
へ
の
対
応
 

●
後

藤

友

紀

 ・・・・・・・・・
11
 

北
校
区
の
保
育
園
の
今
後
 

今
後
の
子
育
て
支
援
を
問
う
 

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
 

●
黒

瀨

泰

孝

 ・・・・・・・・・
12
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
は
い
つ
 

高
齢
者
・
障
害
者
の
外
出
支
援
 

●
伊

藤

勝

利

 ・・・・・・・・・
13
 

国
保
の
都
道
府
県
化
を
問
う
 

●
渡

邉

憲

司

 ・・・・・・・・・
14
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有
効
活
用
 

ス
ポ
ー
ツ
誘
致
や
住
民
の
憩
い
の
場
に
 

名
鉄
の
拡
幅
事
業
 

町
民
バ
ス
の
今
後
 

ペ
ッ
ト
の
避
難
訓
練
 

ド
ッ
グ
ラ
ン
 

主 な 質 問 事 項  

（
町
長
）
平
成
３０
年
度
に
お
け
る
重

点
施
策
と
し
て
、
機
構
改
革
の
中

で
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
妊
娠
・
出
産
か

ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
話
せ
る
英
語
教
育
の
第
一
歩

と
し
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
に
よ
る
「
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事
業
」

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

　
そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、
町
の
伝

統
芸
能
を
保
存
し
て
い
く
た
め
に
県
獅

子
芝
居
公
演
の
開
催
、
町
民
の
健
康
増

進
に
寄
与
す
る
た
め
に
旧
北
保
育
所
跡

地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
お
よ
び
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
自
治
会
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
職
員
が
地
域
の
現

場
に
お
い
て
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化

を
支
援
す
る
た
め
、
ま
た
協
働
の
意
識

醸
成
や
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
各
自

治
会
に
１
名
ず
つ
、
若
手
職
員
を
任
命

し
て
い
ま
す
。
 

　
毎
年
４
月
の
自
治
会
長
会
議
に
お
い
て
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
自
治

会
長
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の

活
動
の
目
的
や
心
構
え
な
ど
を
示
し
た

活
動
の
手
引
き
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

作
成
し
、
本
年
４
月
ま
で
に
実
施
し
た

計
２
回
の
研
修
会
に
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー

に
配
布
し
ま
し
た
。
 

　
手
引
き
の
見
直
し
を
行
い
、
自
治
会

の
自
主
性
、
独
立
性
を
損
な
わ
な
い
範

囲
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
何
を
す
べ
き
か
、

よ
り
具
体
的
で
明
確
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
手
引
き
は
４
月
の

自
治
会
長
会
議
に
て
配
布
し
、
自
治
会

と
サ
ポ
ー
タ
ー
相
互
に
共
有
し
、
町
と

自
治
会
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
県
の
中
小

企
業
支
援
施
策
と
し
て
、
今
年
度

は
８８
の
支
援
施
策
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
「
県
企
業
立
地
促
進
事
業
補

助
金
」
、
「
県
大
規
模
空
き
工
場
企
業

誘
致
補
助
金
」
、
「
県
本
社
機
能
移
転

促
進
事
業
補
助
金
」
の
３
つ
の
制
度
は
、

い
ず
れ
も
「
事
業
所
を
設
置
す
る
地
元

市
町
村
の
税
財
政
優
遇
策
の
適
用
を
受

け
て
い
る
こ
と
」
が
交
付
要
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
町
内
企
業
の
活
性
化
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
町
と

し
て
も
、
地
元
中
小
企
業
等
を
支
援
す

る
た
め
、
町
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
希
望
す
る
方
が
増
え
て
い
る
中
で
、

児
童
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
透
明

性
の
あ
る
判
断
基
準
に
よ
り
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
障
害
者

総
合
支
援
協
議
会
の
協
議
結
果
を
踏
ま

え
た
、
町
と
し
て
の
具
体
的
な
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 

自治会サポーター活動の手引きを通じて、町と
自治会による協動のまちづくりを推進する 

話せる英会話教育の第一歩として、ネイティブ教員
による「コミュニケーション強化事業」を実施予定 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
自
治
体
の
判

断
で
利
用
可
能
な
場
合
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。
 

自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の
手
引
き

の
作
成
状
況
か
ら
協
働
の
在
り
方
を

考
え
る
。
 

新
規
に
取
り
組
む
主
な
事
業
は
 

町
長
　
話
せ
る
英
語
教
育
に
取
り
組
む
 

ま
ち
づ
く
り
の
こ
ま
か
い

こ
と
 

改
正
障
害
者
総
合
支
援
法

施
行
に
む
け
た
取
り
組
み
 

岐
阜
県
中
小
企
業
支
援
施
策
に
お
け

る
町
の
対
応
を
。
 

新
年
度
予
算
に
お
け
る
主
な
新
規
事

業
は
。
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る
町
の
対
応
を
。
 

新
年
度
予
算
に
お
け
る
主
な
新
規
事

業
は
。
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小島 英雄 議員 木下 美津子 議員 

（
教
育
長
）
教
員
の
過
重
労
働
に
つ

い
て
は
重
大
な
課
題
。
岐
南
町
内

の
状
況
は
１１
月
調
査
で
過
労
死
ラ
イ
ン

の
教
職
員
は
約
２０
％
で
全
国
調
査
よ
り

少
な
い
が
、
勤
務
環
境
の
改
革
は
必
要

と
考
え
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
の
学
校
訪

問
簡
素
化
、
研
修
や
会
議
の
見
直
し
、

学
校
閉
庁
日
の
設
定
で
負
担
軽
減
を
行

っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
、

早
期
退
勤
日
の
設
定
、
小
学
校
へ
教
科

担
任
制
導
入
で
空
き
時
間
確
保
、
掲
示

物
の
簡
素
化
、
授
業
資
料
の
共
有
化
等

で
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
、
部

活
動
の
外
部
人
材
配
置
の
推
進
、
非
常

勤
職
員
の
配
置
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
実
施
に
必
要
な
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
等
の
整
備
を
推
進
す
る

と
共
に
教
職
員
へ
の
講
座
、
研
修
を
実

施
し
指
導
へ
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

教
材
ロ
ボ
ッ
ト
の
学
校
へ
の
配
置
は
検

討
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
中
学
校
は
７
月
、
小
学

校
は
１１
〜
１２
月
に
ビ
デ
オ
教
材
、

薬
剤
師
、
保
護
司
の
協
力
で
薬
物
乱
用

防
止
講
座
を
実
施
、
今
後
も
推
進
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
岐
南
町
に
大
き
な
被

害
が
想
定
さ
れ
る
の
は
「
養
老
、

桑
名
、
四
日
市
断
層
帯
」
人
的
被
害
は

冬
の
早
朝
が
最
も
多
い
と
し
て
い
る
。

建
物
被
害
は
揺
れ
に
よ
る
も
の
と
液
状

化
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
岐
南
町
は

液
状
化
指
数
５８
・
２３
で
す
。
（
１５
以
上

で
液
状
化
）
住
民
へ
繰
り
返
し
情
報
を

提
供
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
駅
の
周
辺
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
地
区
商
業
拠
点
」

の
発
展
を
支
え
て
い
く
こ
と
は
、
地
域

の
玄
関
と
し
て
賑
わ
い
の
創
出
と
居
住

の
促
進
に
繋
が
り
、
大
い
に
共
感
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
駅
前
に
「
相
応
し
い
整
備
」

を
と
の
ご
意
見
に
つ
い
て
町
は
、
そ
の

必
要
性
に
思
い
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
町
と
し
て
、
岐
南
駅
へ
の
安
全

な
ア
プ
ロ
ー
チ
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
駅
の
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
、
岐
南
駅
北
踏
切
の
拡
幅
に
伴
う

歩
道
の
設
置
、
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
輪

場
の
整
備
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
推
奨
い
た
だ
き
ま
し
た

俳
句
に
つ
い
て
は
、
「
情
景
を
思

い
浮
か
べ
た
り
、
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
り

な
が
ら
音
読
や
暗
唱
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、

議
員
指
摘
の
「
言
葉
の
魅
力
や
感
性
を

磨
く
こ
と
」
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

提
案
の
毎
年
作
品
を
ま
と
め
て
句
集
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
学
校
を
参
考
に
し
、
先

ず
は
「
日
常
的
に
句
を
つ
く
る
取
組
み
」

の
推
奨
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
本
年
度
、
特
別
支
援
担

当
指
導
主
事
の
配
置
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
て
の
小
学
校
に
支
援

員
や
特
別
支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
配
置

を
可
能
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
が
在

籍
す
る
学
級
に
は
、
必
要
な
支
援
、
教

員
免
許
状
を
有
す
る
非
常
勤
の
配
置
な

ど
学
級
担
任
と
協
働
し
て
支
援
に
当
た

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
赤
字
の
具
体
的
な
要

因
は
、
平
成
２７
年
度
の
実
質
収
支

額
が
新
庁
舎
建
設
事
業
の
延
伸
に
よ
り

多
額
の
繰
越
が
発
生
し
た
こ
と
、
逆
に

平
成
２８
年
度
は
歳
入
に
お
い
て
、
国
や

県
の
補
助
金
が
前
年
よ
り
少
な
く
、
歳

出
に
お
い
て
は
基
金
積
立
金
を
増
額
し

た
こ
と
に
よ
り
、
実
質
収
支
額
が
例
年

よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
単

年
度
収
支
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
単
年
度
収
支
は
、
指
摘

の
と
お
り
、
収
支
の
均
衡
を
保
つ
上
で
、

今
後
と
も
経
費
の
節
減
、
財
源
の
確
保

に
努
め
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
つ
つ
、

単
年
度
収
支
の
マ
イ
ナ
ス
を
解
消
し
、

更
な
る
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

教材として期待される 
「ペッパー」 

周辺整備が急がれる 

南海トラフ 
巨大地震 

死者 
負傷者 
重傷者 
要救出者 
避難者 
帰宅困難者 

10人 
171人 
17人 
41人 
2,993人 
50人 

養老・桑名・四日市
断層帯 
29人 
288人 
45人 
110人 
4,048人 

揺れによる 
液状化による 
合計 

南海トラフ巨大地震 
最大震度6弱 
全壊 
167棟 
466棟 
633棟 

半壊 
805棟 
701棟 
1,506棟 

養老・桑名・四日市断層帯 
最大震度6強 
全壊 
454棟 
466棟 
920棟 

半壊 
1,183棟 
701棟 
1,884棟 

人
的
被
害 

建
物
被
害 

項番 項　目 
（1） 
（2） 
（3） 
（4） 
（5） 
（6） 
（7） 

歳入決算額 
歳出決算額 
歳入歳出差引額 （1）－（2） 
翌年度に繰越すべき財源 
実質収支 （3）－（4） 
前年度実質収支 
単年度収支 （5）－（6） 

H28年度 
７,８２３,９５１ 
７,４０１,８７５ 
４２２,０７６ 
７６,７３４ 
３４５,３４２ 
６０３,７３４ 
△２５８,３９２ 

H27年度 
９,２５９,７９２ 
８,６２９,４８３ 
６３０,３０９ 
２６,５７５ 
６０３,７３４ 
３９４,３０２ 
２０９,４３２ 

各年度の財政収支状況（一般会計分） （単位：千円） 

町税の大幅な増加は見込めず、厳しい
財政運営が想定される。 

文
科
省
が
公
表
し
た
公
立
小
中
学
校

教
員
の
勤
務
実
態
調
査
で
は
、
過
労

死
の
目
安
の
週
６０
時
間
以
上
勤
務
又
一
カ

月
の
残
業
が
８０
時
間
以
上
の
教
員
が
、
小

学
校
３３
・
5
%
中
学
校
５７
・
7
%
と
あ
っ

た
が
、
当
町
の
勤
務
実
態
は
。
 

近
い
将
来
、
首
都
直
下
型
地
震
や
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
は
避
け

ら
れ
な
い
。
岐
南
町
に
震
度
6
弱
の
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
と
し
て
ど
の
程
度
の
被

害
と
な
る
の
か
。
具
体
的
な
被
害
状
況
が

わ
か
れ
ば
共
助
の
行
動
も
見
え
る
。
又
被

害
想
定
の
住
民
へ
の
情
報
提
供
の
考
え
は
。
 

2
0
2
0
年
度
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
須
化
さ
れ
、

中
学
校
で
拡
充
さ
れ
る
。
実
施
に
向
け
て

の
課
題
と
取
り
組
み
、
又
教
材
に
民
間
企

業
実
施
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
無
償
貸
与
さ

れ
る
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
の
考
え
は
あ

る
か
。
 

平
成
２８
年
度
の
決
算
で
、
単
年
度
収

支
が
2
5
8,
3
9
2
千
円
の
赤
字
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
赤
字
決
算
の
原
因
は

何
か
。
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
収
支
の
均

衡
を
保
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
健
全
財

政
を
維
持
す
る
た
め
に
、
次
年
度
以
降
ど

の
よ
う
な
財
政
運
営
を
さ
れ
る
の
か
。
 

学
校
に
は
児
童
の
学
習
権
を
保
障
す

る
義
務
と
同
じ
く
、
児
童
の
安
全
を

保
障
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
児
童
が
障

害
を
原
因
と
す
る
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た

場
合
、
学
校
は
法
的
責
任
を
負
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
教
師
が
誇
り
を
持
ち
、
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
人
員
の

加
配
措
置
を
強
く
求
め
ま
す
が
、
そ
の
所

見
を
。
 

岐
南
町
の
教
員
の
勤
務
実
態
は
 

教
育
長
　
勤
務
環
境
の
改
革
は
必
要
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
課
題
 

教
育
長
　
環
境
整
備
と
教
員
の
研
修
実
施
 

違
法
薬
物
教
育
の
取
り
組
み
 

教
育
長
　
計
画
を
た
て
実
施
今
後
も
推
進
 

町
内
の
地
震
被
害
の
 

見
積
も
り
 

小
中
学
校
に
言
葉
の
魅
力
や
感
性
を

磨
く
た
め
に
「
俳
句
教
育
」
を
導
入

し
て
貰
い
た
い
。
俳
句
を
学
ぶ
こ
と

で
、
集
中
思
考
力
や
国
語
力
、
ひ
ら

め
き
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

教
育
長
の
考
え
は
。
 

地
方
創
生
の
具
体
的
な
施
策
 

町
長
　
岐
南
駅
周
辺
整
備
事
業
 

学
校
に
俳
句
教
育
を
 

教
育
長
　
俳
句
教
育
導
入
 

重
複
障
害
の
あ
る
児
童
の
入
学
 

教
育
長
　
教
員
の
配
置
措
置
 

財
政
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
 

部
長
　
赤
字
決
算
の
原
因
 

働
き
方
改
革
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
又
計
画
し
て
い
る
こ
と
は
。
 

町
は
、
名
鉄
岐
南
駅
前
を
地
区
商
業

拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
駅
を

中
心
と
し
た
駅
周
辺
事
業
と
し
て
、
公
共

交
通
を
軸
と
し
た
「
拠
点
集
中
型
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
は
ど

う
か
。
駅
周
辺
が
相
応
し
く
整
備
さ
れ
れ

ば
、
地
区
商
業
拠
点
と
し
て
地
域
の
活
性

化
は
基
よ
り
、
町
の
発
展
に
と
っ
て
も
大

い
に
寄
与
し
、
地
域
の
玄
関
と
し
て
賑
わ

い
の
創
出
と
居
住
の
促
進
に
も
繋
が
る
と

考
え
ま
す
が
、
そ
の
思
い
、
考
え
は
。
 

違
法
薬
物
が
若
年
層
に
広
が
り
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
教
育
方
針
を

問
う
。
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（
教
育
長
）
教
員
の
過
重
労
働
に
つ

い
て
は
重
大
な
課
題
。
岐
南
町
内

の
状
況
は
１１
月
調
査
で
過
労
死
ラ
イ
ン

の
教
職
員
は
約
２０
％
で
全
国
調
査
よ
り

少
な
い
が
、
勤
務
環
境
の
改
革
は
必
要

と
考
え
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
の
学
校
訪

問
簡
素
化
、
研
修
や
会
議
の
見
直
し
、

学
校
閉
庁
日
の
設
定
で
負
担
軽
減
を
行

っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
、

早
期
退
勤
日
の
設
定
、
小
学
校
へ
教
科

担
任
制
導
入
で
空
き
時
間
確
保
、
掲
示

物
の
簡
素
化
、
授
業
資
料
の
共
有
化
等

で
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
、
部

活
動
の
外
部
人
材
配
置
の
推
進
、
非
常

勤
職
員
の
配
置
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
実
施
に
必
要
な
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
等
の
整
備
を
推
進
す
る

と
共
に
教
職
員
へ
の
講
座
、
研
修
を
実

施
し
指
導
へ
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

教
材
ロ
ボ
ッ
ト
の
学
校
へ
の
配
置
は
検

討
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
教
育
長
）
中
学
校
は
７
月
、
小
学

校
は
１１
〜
１２
月
に
ビ
デ
オ
教
材
、

薬
剤
師
、
保
護
司
の
協
力
で
薬
物
乱
用

防
止
講
座
を
実
施
、
今
後
も
推
進
し
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
岐
南
町
に
大
き
な
被

害
が
想
定
さ
れ
る
の
は
「
養
老
、

桑
名
、
四
日
市
断
層
帯
」
人
的
被
害
は

冬
の
早
朝
が
最
も
多
い
と
し
て
い
る
。

建
物
被
害
は
揺
れ
に
よ
る
も
の
と
液
状

化
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
岐
南
町
は

液
状
化
指
数
５８
・
２３
で
す
。
（
１５
以
上

で
液
状
化
）
住
民
へ
繰
り
返
し
情
報
を

提
供
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
駅
の
周
辺
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
地
区
商
業
拠
点
」

の
発
展
を
支
え
て
い
く
こ
と
は
、
地
域

の
玄
関
と
し
て
賑
わ
い
の
創
出
と
居
住

の
促
進
に
繋
が
り
、
大
い
に
共
感
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
駅
前
に
「
相
応
し
い
整
備
」

を
と
の
ご
意
見
に
つ
い
て
町
は
、
そ
の

必
要
性
に
思
い
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
町
と
し
て
、
岐
南
駅
へ
の
安
全

な
ア
プ
ロ
ー
チ
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
駅
の
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
、
岐
南
駅
北
踏
切
の
拡
幅
に
伴
う

歩
道
の
設
置
、
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
輪

場
の
整
備
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
推
奨
い
た
だ
き
ま
し
た

俳
句
に
つ
い
て
は
、
「
情
景
を
思

い
浮
か
べ
た
り
、
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
り

な
が
ら
音
読
や
暗
唱
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、

議
員
指
摘
の
「
言
葉
の
魅
力
や
感
性
を

磨
く
こ
と
」
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

提
案
の
毎
年
作
品
を
ま
と
め
て
句
集
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
学
校
を
参
考
に
し
、
先

ず
は
「
日
常
的
に
句
を
つ
く
る
取
組
み
」

の
推
奨
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
教
育
長
）
本
年
度
、
特
別
支
援
担

当
指
導
主
事
の
配
置
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
て
の
小
学
校
に
支
援

員
や
特
別
支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
配
置

を
可
能
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
が
在

籍
す
る
学
級
に
は
、
必
要
な
支
援
、
教

員
免
許
状
を
有
す
る
非
常
勤
の
配
置
な

ど
学
級
担
任
と
協
働
し
て
支
援
に
当
た

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

 

（
総
務
部
長
）
赤
字
の
具
体
的
な
要

因
は
、
平
成
２７
年
度
の
実
質
収
支

額
が
新
庁
舎
建
設
事
業
の
延
伸
に
よ
り

多
額
の
繰
越
が
発
生
し
た
こ
と
、
逆
に

平
成
２８
年
度
は
歳
入
に
お
い
て
、
国
や

県
の
補
助
金
が
前
年
よ
り
少
な
く
、
歳

出
に
お
い
て
は
基
金
積
立
金
を
増
額
し

た
こ
と
に
よ
り
、
実
質
収
支
額
が
例
年

よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
単

年
度
収
支
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
単
年
度
収
支
は
、
指
摘

の
と
お
り
、
収
支
の
均
衡
を
保
つ
上
で
、

今
後
と
も
経
費
の
節
減
、
財
源
の
確
保

に
努
め
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
つ
つ
、

単
年
度
収
支
の
マ
イ
ナ
ス
を
解
消
し
、

更
な
る
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

教材として期待される 
「ペッパー」 

周辺整備が急がれる 

南海トラフ 
巨大地震 

死者 
負傷者 
重傷者 
要救出者 
避難者 
帰宅困難者 

10人 
171人 
17人 
41人 
2,993人 
50人 

養老・桑名・四日市
断層帯 
29人 
288人 
45人 
110人 
4,048人 

揺れによる 
液状化による 
合計 

南海トラフ巨大地震 
最大震度6弱 
全壊 
167棟 
466棟 
633棟 

半壊 
805棟 
701棟 
1,506棟 

養老・桑名・四日市断層帯 
最大震度6強 
全壊 
454棟 
466棟 
920棟 

半壊 
1,183棟 
701棟 
1,884棟 

人
的
被
害 

建
物
被
害 

項番 項　目 
（1） 
（2） 
（3） 
（4） 
（5） 
（6） 
（7） 

歳入決算額 
歳出決算額 
歳入歳出差引額 （1）－（2） 
翌年度に繰越すべき財源 
実質収支 （3）－（4） 
前年度実質収支 
単年度収支 （5）－（6） 

H28年度 
７,８２３,９５１ 
７,４０１,８７５ 
４２２,０７６ 
７６,７３４ 
３４５,３４２ 
６０３,７３４ 
△２５８,３９２ 

H27年度 
９,２５９,７９２ 
８,６２９,４８３ 
６３０,３０９ 
２６,５７５ 
６０３,７３４ 
３９４,３０２ 
２０９,４３２ 

各年度の財政収支状況（一般会計分） （単位：千円） 

町税の大幅な増加は見込めず、厳しい
財政運営が想定される。 

文
科
省
が
公
表
し
た
公
立
小
中
学
校

教
員
の
勤
務
実
態
調
査
で
は
、
過
労

死
の
目
安
の
週
６０
時
間
以
上
勤
務
又
一
カ

月
の
残
業
が
８０
時
間
以
上
の
教
員
が
、
小

学
校
３３
・
5
%
中
学
校
５７
・
7
%
と
あ
っ

た
が
、
当
町
の
勤
務
実
態
は
。
 

近
い
将
来
、
首
都
直
下
型
地
震
や
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
は
避
け

ら
れ
な
い
。
岐
南
町
に
震
度
6
弱
の
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
と
し
て
ど
の
程
度
の
被

害
と
な
る
の
か
。
具
体
的
な
被
害
状
況
が

わ
か
れ
ば
共
助
の
行
動
も
見
え
る
。
又
被

害
想
定
の
住
民
へ
の
情
報
提
供
の
考
え
は
。
 

2
0
2
0
年
度
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
須
化
さ
れ
、

中
学
校
で
拡
充
さ
れ
る
。
実
施
に
向
け
て

の
課
題
と
取
り
組
み
、
又
教
材
に
民
間
企

業
実
施
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
無
償
貸
与
さ

れ
る
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
の
考
え
は
あ

る
か
。
 

平
成
２８
年
度
の
決
算
で
、
単
年
度
収

支
が
2
5
8,
3
9
2
千
円
の
赤
字
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
赤
字
決
算
の
原
因
は

何
か
。
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
収
支
の
均

衡
を
保
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
健
全
財

政
を
維
持
す
る
た
め
に
、
次
年
度
以
降
ど

の
よ
う
な
財
政
運
営
を
さ
れ
る
の
か
。
 

学
校
に
は
児
童
の
学
習
権
を
保
障
す

る
義
務
と
同
じ
く
、
児
童
の
安
全
を

保
障
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
児
童
が
障

害
を
原
因
と
す
る
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た

場
合
、
学
校
は
法
的
責
任
を
負
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
教
師
が
誇
り
を
持
ち
、
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
人
員
の

加
配
措
置
を
強
く
求
め
ま
す
が
、
そ
の
所

見
を
。
 

岐
南
町
の
教
員
の
勤
務
実
態
は
 

教
育
長
　
勤
務
環
境
の
改
革
は
必
要
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
課
題
 

教
育
長
　
環
境
整
備
と
教
員
の
研
修
実
施
 

違
法
薬
物
教
育
の
取
り
組
み
 

教
育
長
　
計
画
を
た
て
実
施
今
後
も
推
進
 

町
内
の
地
震
被
害
の
 

見
積
も
り
 

小
中
学
校
に
言
葉
の
魅
力
や
感
性
を

磨
く
た
め
に
「
俳
句
教
育
」
を
導
入

し
て
貰
い
た
い
。
俳
句
を
学
ぶ
こ
と

で
、
集
中
思
考
力
や
国
語
力
、
ひ
ら

め
き
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

教
育
長
の
考
え
は
。
 

地
方
創
生
の
具
体
的
な
施
策
 

町
長
　
岐
南
駅
周
辺
整
備
事
業
 

学
校
に
俳
句
教
育
を
 

教
育
長
　
俳
句
教
育
導
入
 

重
複
障
害
の
あ
る
児
童
の
入
学
 

教
育
長
　
教
員
の
配
置
措
置
 

財
政
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
 

部
長
　
赤
字
決
算
の
原
因
 

働
き
方
改
革
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
又
計
画
し
て
い
る
こ
と
は
。
 

町
は
、
名
鉄
岐
南
駅
前
を
地
区
商
業

拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
駅
を

中
心
と
し
た
駅
周
辺
事
業
と
し
て
、
公
共

交
通
を
軸
と
し
た
「
拠
点
集
中
型
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
は
ど

う
か
。
駅
周
辺
が
相
応
し
く
整
備
さ
れ
れ

ば
、
地
区
商
業
拠
点
と
し
て
地
域
の
活
性

化
は
基
よ
り
、
町
の
発
展
に
と
っ
て
も
大

い
に
寄
与
し
、
地
域
の
玄
関
と
し
て
賑
わ

い
の
創
出
と
居
住
の
促
進
に
も
繋
が
る
と

考
え
ま
す
が
、
そ
の
思
い
、
考
え
は
。
 

違
法
薬
物
が
若
年
層
に
広
が
り
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
教
育
方
針
を

問
う
。
 

● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  ● 一 般 質 問 ●  
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後藤 友紀 議員 大塚 雅司 議員 

（
総
務
部
長
）
決
算
か
ら
見
え
て
き

た
主
な
事
項
と
し
て
、
１
点
目
は

経
常
収
支
比
率
の
上
昇
、
２
点
目
は
単

年
度
収
支
の
マ
イ
ナ
ス
、
３
点
目
は
不

要
額
に
対
す
る
認
識
、
４
点
目
は
補
正

予
算
の
在
り
方
等
で
あ
り
ま
す
。
課
題

と
な
っ
た
項
目
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を

踏
ま
え
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
大
き
な
課
題
の
一
つ

に
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
施
設
全
て
維
持
し
改
修
更
新
を

行
っ
た
場
合
、
今
後
３０
年
間
の
更
新
コ

ス
ト
は
年
平
均
８
億
円
の
試
算
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
寿
命
化
計
画
（
個
別
施

設
計
画
）
を
踏
ま
え
基
金
の
積
立
計
画

等
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
当
町
も
例
外
で
は
な

く
、
高
齢
化
進
展
に
伴
い
、
社
会

保
障
給
付
費
は
右
肩
上
が
り
に
増
加
し

て
い
る
。
平
成
２６
年
度
と
比
べ
、
約
１

億
５
千
万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
が
１０
％
引
き
上
げ
に
な
っ
た
場
合
、

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
増
収
分
だ
け
で
は
、
「
社

会
保
障
４
経
費
」
の
伸
び
を
補
う
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
主
に
分
野
ご
と
に
対
応
し
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
谷
間
に
あ

っ
て
そ
の
対
応
が
十
分
で
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
町
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
世
代
に
対
応
す
る
た
め
、

子
育
て
世
代
を
包
括
的
且
つ
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
実
現
す
る
体
制
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
町
の
考
え
と
し

て
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
状
況
に

あ
る
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広

い
世
代
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
定
手
続
き

を
進
め
て
い
る
、
や
す
ら
ぎ
苑
の
多
世

代
交
流
カ
フ
ェ
運
営
者
に
、
町
が
業
務

委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
期
的
な
「
子

ど
も
食
堂
」
運
営
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
 

（
民
生
部
長
）
こ
の
事
業
は
、
子
育

て
中
の
保
護
者
の
疾
病
、
育
児
疲
れ
、

仕
事
と
い
っ
た
様
々
な
理
由
に
よ
っ
て

急
に
子
ど
も
を
預
け
た
い
場
合
に
利
用

で
き
ま
す
。
養
育
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

施
設
に
お
い
て
宿
泊
を
伴
っ
て
養
育
・

保
護
す
る
短
期
入
所
生
活
支
援
事
業
と

宿
泊
を
伴
わ
な
い
夜
間
養
護
事
業
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
利

用
者
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
性
質
上
、
緊
急
一
時
的
な
ニ
ー
ズ
の

発
生
予
測
は
困
難
で
あ
り
、
来
年
度
の

事
業
実
施
に
向
け
慎
重
に
精
査
し
ま
す
。

又
、
受
け
皿
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
実

績
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
岐
阜
市
の
日
本

児
童
育
成
園
と
協
定
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
岐
南
さ
く
ら
中
保
育

園
の
新
築
は
、
北
小
学
校
内
へ
の

移
転
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
者
の
方
々
に
、

ご
理
解
を
得
て
き
た
こ
と
、
昨
年
度
、

岐
南
さ
く
ら
北
保
育
園
は
国
の
補
助
金

を
得
て
施
設
の
改
修
を
行
っ
た
直
後
で

あ
り
補
助
金
返
還
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
、

さ
ら
に
新
築
移
転
を
行
う
こ
と
で
、
国

及
び
県
の
補
助
金
の
内
示
を
受
け
て
お
り
、

新
築
移
転
が
成
っ
て
い
な
い
現
時
点
で

統
合
を
議
論
す
る
こ
と
は
、
補
助
内
容

と
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
統
合
に
つ
い

て
は
、
将
来
の
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
国
の
政
策
や
同
法
人
の
経
営
方
針
を

尊
重
し
、
ま
ず
は
、
行
政
も
関
与
し
な

が
ら
北
保
育
園
の
園
児
数
の
増
加
に
向

け
て
精
一
杯
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
昨
年
度
に
民
営
化
し
た
ば
か
り

の
両
園
が
よ
り
良
い
運
営
を
目
指
し
、

利
用
者
や
地
域
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
町
長
）
統
合
時
期
に
つ
い
て
も
、

極
端
な
人
数
の
減
少
の
原
因
究
明

あ
る
い
は
将
来
的
な
考
え
方
等
を
真
剣

に
協
議
し
て
い
く
時
期
に
来
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
子
育
て
支
援
の
集
大
成
と

も
言
え
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
来
年
度
に
設
置
し
、

子
育
て
に
関
す
る
福
祉
施
策
を
総
合
的

に
担
当
す
る
民
生
部
に
所
管
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
に
関

す
る
関
係
各
課
の
事
業
連
携
が
よ
り
一

層
強
く
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
で
あ
る
、
い

わ
ゆ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
名
、

子
育
て
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る

者
２
名
の
計
３
名
を
配
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
母
子
の
状
況
に
よ
り

「
各
サ
ロ
ン
」
に
橋
渡
し
が
必
要

な
場
合
、
母
子
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、

「
各
サ
ロ
ン
」
の
指
導
員
、
保
健
師
、

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

職
員
等
と
ケ
ー
ス
会
を
開
催
し
、
多
面

的
で
包
括
的
な
支
援
に
よ
っ
て
見
守
り

体
制
が
構
築
出
来
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
「
サ
ロ
ン
」
の
開
設
時
間
に

つ
い
て
は
職
員
の
配
置
等
、
課
題
が
あ
り
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
北
学
童
は
、
学
校
か

ら
離
れ
て
お
り
児
童
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
、
学
校
の
敷
地
内
に
学
童

保
育
施
設
を
設
置
す
る
方
向
で
協
議
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
東
学
童
や
西
学
童

も
学
校
の
敷
地
内
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、

今
後
の
空
教
室
や
児
童
数
の
動
向
等
踏

ま
え
、
二
町
教
育
委
員
会
や
各
学
校
と

引
き
続
き
協
議
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
早
い
段
階
で
試
行
的
に
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
開
催
し
、
体

制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
で
す
。
 

改装中の多世代交流カフェ 
（こども食堂実施場所） 

事業の協定を予定して
いる日本児童育成園 

岐南北さくら保育園 

新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
２８
年
度

決
算
反
映
事
項
は
。
 

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
所
（
サ

ロ
ン
）
の
開
設
時
間
と
情
報
共
有
に

つ
い
て
。
 

国
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
一
括
推
奨
に
対
す
る

考
え
は
。
 

北
保
育
園
の
入
園
希
望
人
数
の
減
少

を
踏
ま
え
た
保
育
園
統
合
の
町
の
方

向
性
。
 

新
年
度
予
算
編
成
の
課
題
は
 

部
長
　
決
算
か
ら
見
え
て
き
た
諸
課
題
 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
 

セ
ン
タ
ー
設
置
 

子
育
て
短
期
支
援
事
業
 

実
施
へ
の
対
応
 

子
ど
も
食
堂
事
業
実
施
へ

の
対
応
 

北
校
区
の
保
育
園
の
今
後
 

町
長
　
将
来
的
な
考
え
を
協
議
す
る
 

今
後
の
子
育
て
支
援
を
問
う
 

町
長
　
来
年
度
4
月
に
セ
ン
タ
ー
設
置
 

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
 

町
長
　
早
期
に
体
制
の
確
立
を
図
る
 

ニ
ー
ズ
の
把
握
、
利
用
者
見
込
み
、

受
け
皿
の
確
保
は
。
 

運
営
方
法
の
考
え
方
は
。
 

対
象
と
す
る
範
囲
は
。
 

今
当
町
に
於
け
る
社
会
保
障
関
係
費

の
実
態
把
握
と
今
後
の
見
通
し
。
 

将
来
負
担
を
踏
ま
え
た
財
政
見
通
し

は
。
 

組
織
体
制
、
設
置
目
的
は
。
 

事
業
内
容
は
。
 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
人
的
設
置
に
つ
い
て
。
 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
の
時
期
と
所
管
に
つ
い
て
。
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所
の

今
後
の
方
向
性
。
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後藤 友紀 議員 大塚 雅司 議員 

（
総
務
部
長
）
決
算
か
ら
見
え
て
き

た
主
な
事
項
と
し
て
、
１
点
目
は

経
常
収
支
比
率
の
上
昇
、
２
点
目
は
単

年
度
収
支
の
マ
イ
ナ
ス
、
３
点
目
は
不

要
額
に
対
す
る
認
識
、
４
点
目
は
補
正

予
算
の
在
り
方
等
で
あ
り
ま
す
。
課
題

と
な
っ
た
項
目
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を

踏
ま
え
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
大
き
な
課
題
の
一
つ

に
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
施
設
全
て
維
持
し
改
修
更
新
を

行
っ
た
場
合
、
今
後
３０
年
間
の
更
新
コ

ス
ト
は
年
平
均
８
億
円
の
試
算
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
寿
命
化
計
画
（
個
別
施

設
計
画
）
を
踏
ま
え
基
金
の
積
立
計
画

等
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
当
町
も
例
外
で
は
な

く
、
高
齢
化
進
展
に
伴
い
、
社
会

保
障
給
付
費
は
右
肩
上
が
り
に
増
加
し

て
い
る
。
平
成
２６
年
度
と
比
べ
、
約
１

億
５
千
万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
が
１０
％
引
き
上
げ
に
な
っ
た
場
合
、

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
増
収
分
だ
け
で
は
、
「
社

会
保
障
４
経
費
」
の
伸
び
を
補
う
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
主
に
分
野
ご
と
に
対
応
し
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
谷
間
に
あ

っ
て
そ
の
対
応
が
十
分
で
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
町
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
世
代
に
対
応
す
る
た
め
、

子
育
て
世
代
を
包
括
的
且
つ
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
実
現
す
る
体
制
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
町
の
考
え
と
し

て
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
状
況
に

あ
る
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広

い
世
代
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
 

 
（
政
策
推
進
課
長
）
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
定
手
続
き

を
進
め
て
い
る
、
や
す
ら
ぎ
苑
の
多
世

代
交
流
カ
フ
ェ
運
営
者
に
、
町
が
業
務

委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
期
的
な
「
子

ど
も
食
堂
」
運
営
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
 

（
民
生
部
長
）
こ
の
事
業
は
、
子
育

て
中
の
保
護
者
の
疾
病
、
育
児
疲
れ
、

仕
事
と
い
っ
た
様
々
な
理
由
に
よ
っ
て

急
に
子
ど
も
を
預
け
た
い
場
合
に
利
用

で
き
ま
す
。
養
育
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

施
設
に
お
い
て
宿
泊
を
伴
っ
て
養
育
・

保
護
す
る
短
期
入
所
生
活
支
援
事
業
と

宿
泊
を
伴
わ
な
い
夜
間
養
護
事
業
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
利

用
者
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
性
質
上
、
緊
急
一
時
的
な
ニ
ー
ズ
の

発
生
予
測
は
困
難
で
あ
り
、
来
年
度
の

事
業
実
施
に
向
け
慎
重
に
精
査
し
ま
す
。

又
、
受
け
皿
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
実

績
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
岐
阜
市
の
日
本

児
童
育
成
園
と
協
定
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
岐
南
さ
く
ら
中
保
育

園
の
新
築
は
、
北
小
学
校
内
へ
の

移
転
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
者
の
方
々
に
、

ご
理
解
を
得
て
き
た
こ
と
、
昨
年
度
、

岐
南
さ
く
ら
北
保
育
園
は
国
の
補
助
金

を
得
て
施
設
の
改
修
を
行
っ
た
直
後
で

あ
り
補
助
金
返
還
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
、

さ
ら
に
新
築
移
転
を
行
う
こ
と
で
、
国

及
び
県
の
補
助
金
の
内
示
を
受
け
て
お
り
、

新
築
移
転
が
成
っ
て
い
な
い
現
時
点
で

統
合
を
議
論
す
る
こ
と
は
、
補
助
内
容

と
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
統
合
に
つ
い

て
は
、
将
来
の
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
国
の
政
策
や
同
法
人
の
経
営
方
針
を

尊
重
し
、
ま
ず
は
、
行
政
も
関
与
し
な

が
ら
北
保
育
園
の
園
児
数
の
増
加
に
向

け
て
精
一
杯
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
昨
年
度
に
民
営
化
し
た
ば
か
り

の
両
園
が
よ
り
良
い
運
営
を
目
指
し
、

利
用
者
や
地
域
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

（
町
長
）
統
合
時
期
に
つ
い
て
も
、

極
端
な
人
数
の
減
少
の
原
因
究
明

あ
る
い
は
将
来
的
な
考
え
方
等
を
真
剣

に
協
議
し
て
い
く
時
期
に
来
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
子
育
て
支
援
の
集
大
成
と

も
言
え
る
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
来
年
度
に
設
置
し
、

子
育
て
に
関
す
る
福
祉
施
策
を
総
合
的

に
担
当
す
る
民
生
部
に
所
管
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
に
関

す
る
関
係
各
課
の
事
業
連
携
が
よ
り
一

層
強
く
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
で
あ
る
、
い

わ
ゆ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
名
、

子
育
て
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る

者
２
名
の
計
３
名
を
配
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
母
子
の
状
況
に
よ
り

「
各
サ
ロ
ン
」
に
橋
渡
し
が
必
要

な
場
合
、
母
子
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、

「
各
サ
ロ
ン
」
の
指
導
員
、
保
健
師
、

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

職
員
等
と
ケ
ー
ス
会
を
開
催
し
、
多
面

的
で
包
括
的
な
支
援
に
よ
っ
て
見
守
り

体
制
が
構
築
出
来
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
「
サ
ロ
ン
」
の
開
設
時
間
に

つ
い
て
は
職
員
の
配
置
等
、
課
題
が
あ
り
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
北
学
童
は
、
学
校
か

ら
離
れ
て
お
り
児
童
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
、
学
校
の
敷
地
内
に
学
童

保
育
施
設
を
設
置
す
る
方
向
で
協
議
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
東
学
童
や
西
学
童

も
学
校
の
敷
地
内
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、

今
後
の
空
教
室
や
児
童
数
の
動
向
等
踏

ま
え
、
二
町
教
育
委
員
会
や
各
学
校
と

引
き
続
き
協
議
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

 
（
町
長
）
早
い
段
階
で
試
行
的
に
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
開
催
し
、
体

制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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来
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把
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と
今
後
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将
来
負
担
を
踏
ま
え
た
財
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通
し

は
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組
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体
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、
設
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的
は
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て
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代
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括
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セ
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に

お
け
る
人
的
設
置
に
つ
い
て
。
 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
の
時
期
と
所
管
に
つ
い
て
。
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
場
所
の

今
後
の
方
向
性
。
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（
町
長
）
現
在
、
北
朝
鮮
に
よ
る
長

距
離
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
伴
う
、

核
弾
道
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
実
現
を
働
き
か
け
た
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
で
あ
る
『
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
ア
イ

キ
ャ
ン
）
』
が
選
ば
れ
、
条
約
は
１
２

２
の
国
と
地
域
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
に
対
す
る
世
界
的
に
大
き

な
う
ね
り
が
あ
る
と
き
に
平
和
に
対
す

る
私
た
ち
の
決
意
を
示
す
こ
と
に
は
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
今
ま
で
の
活
動
と
と
も
に
、

生
命
・
身
体
及
び
財
産
が
核
の
脅
威
に

よ
っ
て
脅
か
さ
れ
な
い
世
界
の
実
現
へ

の
呼
び
掛
け
を
本
年
度
中
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
広
く
宣
言
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
３０
年
度
に
は
、
核
兵
器

廃
絶
と
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
旨
を

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
発
信
す
る
た
め
、

公
共
施
設
の
敷
地
内
に
そ
の
趣
旨
を
掲

示
す
る
看
板
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

　
町
と
し
て
は
、
綾
部
市
の
成
功
事
例

の
よ
う
に
、
町
内
の
公
共
施
設
に
お
い

て
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を
設
置
す
る

こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。
そ
の
拠

点
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
っ
て
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

行
政
も
関
与
し
な
が
ら
地
域
ぐ
る
み
の

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
が
構
築
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
、
岐
南
版
の
「
福

祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
」
の
創
設
に

向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
在
、
岐

南
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
、

停
留
所
と
停
留
所
間
を
運
行
す
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
方
式
で
運
行
し
て

い
ま
す
。
 

　
運
行
開
始
以
降
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ

ク
シ
ー
の
利
用
者
数
は
、
減
少
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
改
善
策
と
し
て
、
平
成
２８

年
度
４
月
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー
の
予
約
の
時
間
を
２
時
間
前
か
ら

１
時
間
前
に
改
善
し
、
停
留
所
に
つ
い

て
も
、
自
治
会
長
会
議
に
て
、
増
設
、

移
設
等
の
要
望
を
伺
い
、
今
年
４
月
に

１
箇
所
増
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
行

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状

況
に
鑑
み
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
 

　
民
間
事
業
者
が
設
置
す
る
停
留
所
の

増
設
を
進
め
、
今
後
の
利
用
者
数
の
推

移
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
移
動
困
難
な
高
齢
者
及
び
障

害
者
等
の
対
策
と
し
て
は
、
福
祉
有
償

運
送
等
に
つ
い
て
今
後
、
民
生
部
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
近
年
の
、
当
町
の
現

年
度
保
険
税
収
納
率
９０
％
で
算
出

し
た
「
現
年
度
保
険
税
収
納
額
」
に
、

プ
ラ
ス
「
滞
納
分
の
保
険
収
納
額
」
等

を
加
え
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
「
納
付
金
」

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納

付
金
の
１
０
０
％
の
完
納
は
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
年
度
課
税
分
の

１
０
０
％
の
収
納
は
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
滞
納
者
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
徴
収
に
努
め
て
い
き

ま
す
が
、
「
納
付
金
」
と
の
差
が
生
じ

た
場
合
は
、
繰
越
金
、
一
般
会
計
か
ら

一
時
借
り
入
れ
、
又
は
、
県
の
財
政
安

定
化
基
金
の
借
り
入
れ
で
対
処
し
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
国
に
お
い
て
は
、
算

定
の
考
え
方
に
変
更
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
と
、
県
よ
り
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
確
定
額
と
異
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
当
町
は
現
在
と
比
較
し

た
場
合
、
同
額
程
度
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

１
月
下
旬
ご
ろ
に
示
さ
れ
る
予
定
の
納

付
金
額
を
見
な
が
ら
、
保
険
税
率
を
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
新
た
に
市
町
村
分
の

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
項

目
を
加
え
、
評
価
指
標
ご
と
に
点
数
化
し
、

点
数
に
よ
り
公
費
が
交
付
さ
れ
る
金
額

が
異
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
保
険

者
共
通
指
標
と
国
保
共
通
指
標
が
あ
り
、

前
者
は
、
特
定
健
診
受
診
率
・
が
ん
検

診
受
診
率
・
重
症
化
予
防
の
取
り
組
み

等
が
、
後
者
は
、
収
納
率
向
上
・
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
取
り
組
み
・
医
療
費

通
知
の
取
り
組
み
・
第
三
者
求
償
の
取

り
組
み
等
が
指
標
と
さ
れ
、
当
町
の
対

応
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
し
て
取

り
組
み
を
行
う
と
共
に
、
評
価
指
標
ご

と
の
加
点
が
少
し
で
も
増
え
、
よ
り
多

く
の
公
費
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
こ
の
計
画
は
、
平
成

２０
年
度
か
ら
２４
年
度
を
第
一
期
、

平
成
２５
年
度
か
ら
２９
年
度
を
第
２
期
、

病
床
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の

成
果
を
踏
ま
え
た
医
療
費
目
標
、
後
発

医
薬
品
の
使
用
促
進
等
を
追
加
し
た
取

り
組
み
内
容
の
見
直
し
を
反
映
さ
せ
た

も
の
を
平
成
３０
〜
３５
年
度
の
５
年
間
を

第
３
期
と
し
て
、
医
療
費
の
見
込
み
、

医
療
適
正
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
主

な
内
容
と
し
て
、
県
が
策
定
し
、
当
町

に
お
き
ま
し
て
は
、
保
険
者
努
力
支
援

制
度
の
評
価
指
標
と
な
っ
て
い
る
項
目

も
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
適
正
化

に
努
め
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
こ
の
措
置
は
、
保
険

料
の
伸
び
の
上
限
と
し
て
県
が
定

め
る
一
定
割
合
と
国
が
提
示
す
る
一
定

割
合
の
双
方
を
活
用
し
、
一
定
割
合
を

超
過
し
た
市
町
村
に
対
し
、
県
繰
入
金

及
び
国
公
費
を
投
入
し
て
、
一
定
割
合

で
頭
打
ち
と
し
、
ま
た
、
同
率
で
下
限

割
合
も
設
定
し
、
県
繰
入
金
の
重
点
配

分
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
町
は
激
変
緩
和

措
置
の
配
慮
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
 

 

笠松町　町水源地貯水地を利用 

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
保
険
税
負
担
の
観
点
か
ら
当

町
の
「
激
変
緩
和
措
置
」
の
考
え
方

は
。
 

納
付
金
の
1
0
0
%
完
納
に
お
け
る

不
足
分
の
対
処
の
考
え
と
収
納
率
が

減
少
し
た
場
合
の
対
処
は
。
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
は
い
つ
 

町
長
　
来
年
度
に
看
板
等
を
設
置
検
討
 

高
齢
者
・
障
害
者
の
 

外
出
支
援
 

今
回
の
法
改
正
で
は
、
医
療
費
給
費

の
予
測
で
は
な
く
、
目
標
が
明
記
さ

れ
着
実
に
達
成
す
る
た
め
に
一
連
の

措
置
に
つ
い
て
も
、
法
文
に
位
置
付

け
ら
れ
た
「
医
療
適
正
化
計
画
」
と
は
。
 

国
保
の
都
道
府
県
化
を
問
う
 

部
長
　
保
険
税
率
は
1
月
下
旬
頃
に
決
定
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
改
善
点
。
 

岐
南
版
の
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
。
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
時
期
、
手
順
、

手
続
き
に
つ
い
て
。
 

仮
算
定
値
に
お
け
る
当
町
の
状
況
は
。
 

国
保
努
力
支
援
制
度
と
当
町
の
対
応

は
。
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（
町
長
）
現
在
、
北
朝
鮮
に
よ
る
長

距
離
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
伴
う
、

核
弾
道
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
実
現
を
働
き
か
け
た
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
で
あ
る
『
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
ア
イ

キ
ャ
ン
）
』
が
選
ば
れ
、
条
約
は
１
２

２
の
国
と
地
域
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
に
対
す
る
世
界
的
に
大
き

な
う
ね
り
が
あ
る
と
き
に
平
和
に
対
す

る
私
た
ち
の
決
意
を
示
す
こ
と
に
は
大

き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
今
ま
で
の
活
動
と
と
も
に
、

生
命
・
身
体
及
び
財
産
が
核
の
脅
威
に

よ
っ
て
脅
か
さ
れ
な
い
世
界
の
実
現
へ

の
呼
び
掛
け
を
本
年
度
中
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
広
く
宣
言
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
３０
年
度
に
は
、
核
兵
器

廃
絶
と
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
旨
を

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
発
信
す
る
た
め
、

公
共
施
設
の
敷
地
内
に
そ
の
趣
旨
を
掲

示
す
る
看
板
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

　
町
と
し
て
は
、
綾
部
市
の
成
功
事
例

の
よ
う
に
、
町
内
の
公
共
施
設
に
お
い

て
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を
設
置
す
る

こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。
そ
の
拠

点
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
っ
て
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

行
政
も
関
与
し
な
が
ら
地
域
ぐ
る
み
の

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
が
構
築
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
、
岐
南
版
の
「
福

祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
」
の
創
設
に

向
け
た
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 

（
自
治
教
育
振
興
部
長
）
現
在
、
岐

南
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
、

停
留
所
と
停
留
所
間
を
運
行
す
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
方
式
で
運
行
し
て

い
ま
す
。
 

　
運
行
開
始
以
降
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ

ク
シ
ー
の
利
用
者
数
は
、
減
少
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
改
善
策
と
し
て
、
平
成
２８

年
度
４
月
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー
の
予
約
の
時
間
を
２
時
間
前
か
ら

１
時
間
前
に
改
善
し
、
停
留
所
に
つ
い

て
も
、
自
治
会
長
会
議
に
て
、
増
設
、

移
設
等
の
要
望
を
伺
い
、
今
年
４
月
に

１
箇
所
増
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
行

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状

況
に
鑑
み
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
 

　
民
間
事
業
者
が
設
置
す
る
停
留
所
の

増
設
を
進
め
、
今
後
の
利
用
者
数
の
推

移
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
移
動
困
難
な
高
齢
者
及
び
障

害
者
等
の
対
策
と
し
て
は
、
福
祉
有
償

運
送
等
に
つ
い
て
今
後
、
民
生
部
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
近
年
の
、
当
町
の
現

年
度
保
険
税
収
納
率
９０
％
で
算
出

し
た
「
現
年
度
保
険
税
収
納
額
」
に
、

プ
ラ
ス
「
滞
納
分
の
保
険
収
納
額
」
等

を
加
え
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
「
納
付
金
」

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納

付
金
の
１
０
０
％
の
完
納
は
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
年
度
課
税
分
の

１
０
０
％
の
収
納
は
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
滞
納
者
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
適
正
な
徴
収
に
努
め
て
い
き

ま
す
が
、
「
納
付
金
」
と
の
差
が
生
じ

た
場
合
は
、
繰
越
金
、
一
般
会
計
か
ら

一
時
借
り
入
れ
、
又
は
、
県
の
財
政
安

定
化
基
金
の
借
り
入
れ
で
対
処
し
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
国
に
お
い
て
は
、
算

定
の
考
え
方
に
変
更
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
と
、
県
よ
り
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
確
定
額
と
異
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
当
町
は
現
在
と
比
較
し

た
場
合
、
同
額
程
度
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

１
月
下
旬
ご
ろ
に
示
さ
れ
る
予
定
の
納

付
金
額
を
見
な
が
ら
、
保
険
税
率
を
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
新
た
に
市
町
村
分
の

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
項

目
を
加
え
、
評
価
指
標
ご
と
に
点
数
化
し
、

点
数
に
よ
り
公
費
が
交
付
さ
れ
る
金
額

が
異
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
保
険

者
共
通
指
標
と
国
保
共
通
指
標
が
あ
り
、

前
者
は
、
特
定
健
診
受
診
率
・
が
ん
検

診
受
診
率
・
重
症
化
予
防
の
取
り
組
み

等
が
、
後
者
は
、
収
納
率
向
上
・
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
取
り
組
み
・
医
療
費

通
知
の
取
り
組
み
・
第
三
者
求
償
の
取

り
組
み
等
が
指
標
と
さ
れ
、
当
町
の
対

応
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
し
て
取

り
組
み
を
行
う
と
共
に
、
評
価
指
標
ご

と
の
加
点
が
少
し
で
も
増
え
、
よ
り
多

く
の
公
費
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。
 

 
（
民
生
部
長
）
こ
の
計
画
は
、
平
成

２０
年
度
か
ら
２４
年
度
を
第
一
期
、

平
成
２５
年
度
か
ら
２９
年
度
を
第
２
期
、

病
床
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の

成
果
を
踏
ま
え
た
医
療
費
目
標
、
後
発

医
薬
品
の
使
用
促
進
等
を
追
加
し
た
取

り
組
み
内
容
の
見
直
し
を
反
映
さ
せ
た

も
の
を
平
成
３０
〜
３５
年
度
の
５
年
間
を

第
３
期
と
し
て
、
医
療
費
の
見
込
み
、

医
療
適
正
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
主

な
内
容
と
し
て
、
県
が
策
定
し
、
当
町

に
お
き
ま
し
て
は
、
保
険
者
努
力
支
援

制
度
の
評
価
指
標
と
な
っ
て
い
る
項
目

も
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
適
正
化

に
努
め
ま
す
。
 

 

（
民
生
部
長
）
こ
の
措
置
は
、
保
険

料
の
伸
び
の
上
限
と
し
て
県
が
定

め
る
一
定
割
合
と
国
が
提
示
す
る
一
定

割
合
の
双
方
を
活
用
し
、
一
定
割
合
を

超
過
し
た
市
町
村
に
対
し
、
県
繰
入
金

及
び
国
公
費
を
投
入
し
て
、
一
定
割
合

で
頭
打
ち
と
し
、
ま
た
、
同
率
で
下
限

割
合
も
設
定
し
、
県
繰
入
金
の
重
点
配

分
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
町
は
激
変
緩
和

措
置
の
配
慮
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
 

 

笠松町　町水源地貯水地を利用 

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
保
険
税
負
担
の
観
点
か
ら
当

町
の
「
激
変
緩
和
措
置
」
の
考
え
方

は
。
 

納
付
金
の
1
0
0
%
完
納
に
お
け
る

不
足
分
の
対
処
の
考
え
と
収
納
率
が

減
少
し
た
場
合
の
対
処
は
。
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
は
い
つ
 

町
長
　
来
年
度
に
看
板
等
を
設
置
検
討
 

高
齢
者
・
障
害
者
の
 

外
出
支
援
 

今
回
の
法
改
正
で
は
、
医
療
費
給
費

の
予
測
で
は
な
く
、
目
標
が
明
記
さ

れ
着
実
に
達
成
す
る
た
め
に
一
連
の

措
置
に
つ
い
て
も
、
法
文
に
位
置
付

け
ら
れ
た
「
医
療
適
正
化
計
画
」
と
は
。
 

国
保
の
都
道
府
県
化
を
問
う
 

部
長
　
保
険
税
率
は
1
月
下
旬
頃
に
決
定
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
改
善
点
。
 

岐
南
版
の
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
。
 

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
時
期
、
手
順
、

手
続
き
に
つ
い
て
。
 

仮
算
定
値
に
お
け
る
当
町
の
状
況
は
。
 

国
保
努
力
支
援
制
度
と
当
町
の
対
応

は
。
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渡邉 憲司 議員 

地方自治法施行70周年記念事業　平成29年11月20日：東京国際フォーラム 地方自治法施行70周年記念事業　平成29年11月20日：東京国際フォーラム 

第61回町村議会議長全国大会　平成29年11月22日：NHKホール 第61回町村議会議長全国大会　平成29年11月22日：NHKホール 

 天皇皇后両陛下御臨席の下、地方自治関係者を迎えて、関

係閣僚列席の下、記念式典が行われたので出席致しました。 

安倍総理は「70年前、地方自治を保障した日本国憲法ととも

に施行されました。国と地方の役割分担を見直すとともに地

方の自由度を高める地方分権改革が進展し、地方公共団体は

魅力ある地域を目指して創意工夫を凝らし、独自の施策を展

開するようになっています。地方公共団体が地方自治の確立

と発展に御尽力されてきた」と祝辞を述べられました。 

この後の総務大臣表彰で岐阜県からは、 

《団体表彰》 

　1. 自らの創意工夫により、優れた施策を実施し、地方自治の充実発展に寄与した市町村として 

高山市、多治見市、郡上市、揖斐川町 

　2. 行政に積極的に参画し又はコミュニティづくりに熱心に取り組んでいる民間団体として 

地歌舞伎保存振興協議会、白川郷荻町集落の自然環境を守る会 

　記念式典に引き続き、「地方自治法70年の歴史と展望～人口減少社会における地方自治制度のあり方に

ついて～」をテーマとして、記念シンポジウムが開催されました。 

　当日は3,500人の参加者数で写真撮影禁止など厳粛な式典でした。 

　第61回町村議会議長全国大会～地方創生の実現をめざして～が開催され、議長・副議長が研修してまい

りました。 

　宣言「我々町村は、国民生活を支えるため、食料供給、水源涵養、国土保全に努め、伝統・文化を守り、

自然を活かした地場産業を創出し、個性あるまちづくりを進めてきた。少子・高齢化や過疎化、本格的な

人口減少社会が到来し、多くの市町村においては、厳しい経済・雇用情勢に悩まされ、地域の活力は減退

している。今こそ国と地方が一体となって、町村の自治能力を高め、都市と農山漁村が共生しうる社会を

協力に進めていくことが重要である。我々議会人は、この大会を開催し、一致結束して、果敢に行動して

いくことをここに誓う。」 

　議事において次のような要望・決議がありました。 

第 1 －東日本大震災及び熊本地震からの復旧・復興と大規模災害対策の確立 

第 2 －地方創生のさらなる推進 

第 3 －分権型社会の実現と道州制導入反対 

第 4 －町村財政の強化 

第 5 －議会の機能強化 

第 6 －議員のなり手確保 

第 7 －監査機能の強化 

第 8 －農業・農村振興対策の強化 

第 9 －森林・林業・山村振興対策の強化 

第10－水産業・漁村振興対策の強化 

第11－中小企業振興対策の強化 

　そのほか、地域保健医療の向上、医療保険制度の改善、介護高齢者福祉の充実強化、少子化・社会福祉

対策の強化、消防体制の強化など26項目についてありました。 

　わがまち岐南町においても未来に進む上で課題はたくさんあります。 

　まちや町民の方々のために議会としてもしっかりと考え進めていきます。 

（
町
長
）
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、

来
年
度
に
は
具
体
的
な
改
修
計
画

案
を
、
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修

計
画
を
進
め
る
中
で
、
現
在
利
用

さ
れ
て
い
る
方
々
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
要

望
に
応
え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ご
提
案
に
も
あ
る
、

に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し
て
の
整
備
や
新
た

な
ス
ポ
ー
ツ
の
誘
致
も
検
討
に
含
め
、

地
域
住
民
が
憩
え
る
環
境
作
り
を
今
後

計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
平
成
３０
年
度
に
道
路

用
地
確
保
に
伴
う
用
地
説
明
会
の

開
催
、
用
地
測
量
、
補
償
工
作
物
の
調

査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
３１
年
度
以
降
に
は
、
踏

切
ま
で
の
道
路
改
良
工
事
を
岐
南
町
に

て
実
施
し
、
踏
切
本
体
の
拡
幅
改
良
工

事
を
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
へ
委
託
す

る
予
定
で
す
。
 

　
今
後
も
関
係
機
関
と
の
協
議
等
を
行

い
な
が
ら
、
早
期
実
現
に
向
け
て
遅
滞

な
く
進
め
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
町
か
ら
の
バ
ス
運
行

業
務
委
託
と
し
て
、
年
間
を
通
じ

て
の
業
務
委
託
を
行
い
、
業
務
委
託
仕

様
書
の
中
で
利
用
ご
と
の
運
行
距
離
や

所
要
時
間
数
に
よ
る
契
約
に
よ
り
、
バ

ス
を
運
行
委
託
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

来
年
度
予
算
の
中
で
、
町
全
体
の
予
算

バ
ラ
ン
ス
を
鑑
み
、
バ
ス
に
関
す
る
予

算
の
編
成
に
必
要
性
や
合
理
性
が
あ
る

と
判
断
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
新
年
度

予
算
と
し
て
計
上
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
実
施
に
向
け
て
ケ
ー

ジ
や
囲
い
な
ど
の
資
材
確
保
と
設
置
・

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
検
討
し
、

自
治
会
に
呼
び
掛
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
設
置
が
可
能
な
適
地

と
な
る
町
有
地
が
な
い
こ
と
や
設

置
に
は
多
額
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
動
向

を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

新スポーツ誘致が望まれるグラウンド 

拡幅予定の0号踏切 

都
市
再
生
整
備
計
画
の
平
成
２８
年
度

か
ら
平
成
３２
年
度
ま
で
の
5
年
計
画

を
進
め
、
名
鉄
と
詳
細
な
事
業
実
施
に
関

す
る
協
議
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
事
業
説

明
会
や
用
地
説
明
会
・
地
元
自
治
会
や
関

係
地
権
者
様
へ
の
説
明
を
い
つ
す
る
予
定

か
。
 新

し
い
ス
ポ
ー
ツ
誘
致
を
目
指
し
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有
効
利
用
を
進

め
る
事
は
、
岐
南
町
を
全
国
的
に
有
名
に

し
地
方
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
る
、
に

ぎ
わ
い
の
拠
点
作
り
に
も
な
る
と
思
う
が
、

今
後
、
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
作
り
の
一
つ
と

し
て
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
検
討
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
は
。
 

各
務
原
市
と
笠
松
町
と
協
議
の
結
果
、

駐
車
場
の
整
備
は
で
き
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
何
年
度
を
完
成
を
目
指
し

て
い
る
の
か
。
 

町
有
バ
ス
を
コ
ミ
タ
ク
の
よ
う
に
特

定
の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
運
行
を
頼
む

事
は
出
来
な
い
の
か
。
 

岐
南
町
と
し
て
災
害
時
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
り
避
難
場
所
を
用
意
し
て

い
る
の
か
。
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有
効
活
用
 

町
長
　
駐
車
場
整
備
は
計
画
案
策
定
 

ス
ポ
ー
ツ
誘
致
や
住
民
の

憩
い
の
場
に
 

名
鉄
の
拡
幅
事
業
 

町
有
バ
ス
の
今
後
 

ペ
ッ
ト
の
避
難
訓
練
 

子
供
た
ち
の
情
操
教
育
に
も
な
り
、

高
齢
者
の
認
知
症
予
防
の
た
め
に
も

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
運
営
し
て
み
て
は
。
 

ド
ッ
グ
ラ
ン
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渡邉 憲司 議員 

地方自治法施行70周年記念事業　平成29年11月20日：東京国際フォーラム 地方自治法施行70周年記念事業　平成29年11月20日：東京国際フォーラム 

第61回町村議会議長全国大会　平成29年11月22日：NHKホール 第61回町村議会議長全国大会　平成29年11月22日：NHKホール 

 天皇皇后両陛下御臨席の下、地方自治関係者を迎えて、関

係閣僚列席の下、記念式典が行われたので出席致しました。 

安倍総理は「70年前、地方自治を保障した日本国憲法ととも

に施行されました。国と地方の役割分担を見直すとともに地

方の自由度を高める地方分権改革が進展し、地方公共団体は

魅力ある地域を目指して創意工夫を凝らし、独自の施策を展

開するようになっています。地方公共団体が地方自治の確立

と発展に御尽力されてきた」と祝辞を述べられました。 

この後の総務大臣表彰で岐阜県からは、 

《団体表彰》 

　1. 自らの創意工夫により、優れた施策を実施し、地方自治の充実発展に寄与した市町村として 

高山市、多治見市、郡上市、揖斐川町 

　2. 行政に積極的に参画し又はコミュニティづくりに熱心に取り組んでいる民間団体として 

地歌舞伎保存振興協議会、白川郷荻町集落の自然環境を守る会 

　記念式典に引き続き、「地方自治法70年の歴史と展望～人口減少社会における地方自治制度のあり方に

ついて～」をテーマとして、記念シンポジウムが開催されました。 

　当日は3,500人の参加者数で写真撮影禁止など厳粛な式典でした。 

　第61回町村議会議長全国大会～地方創生の実現をめざして～が開催され、議長・副議長が研修してまい

りました。 

　宣言「我々町村は、国民生活を支えるため、食料供給、水源涵養、国土保全に努め、伝統・文化を守り、

自然を活かした地場産業を創出し、個性あるまちづくりを進めてきた。少子・高齢化や過疎化、本格的な

人口減少社会が到来し、多くの市町村においては、厳しい経済・雇用情勢に悩まされ、地域の活力は減退

している。今こそ国と地方が一体となって、町村の自治能力を高め、都市と農山漁村が共生しうる社会を

協力に進めていくことが重要である。我々議会人は、この大会を開催し、一致結束して、果敢に行動して

いくことをここに誓う。」 

　議事において次のような要望・決議がありました。 

第 1 －東日本大震災及び熊本地震からの復旧・復興と大規模災害対策の確立 

第 2 －地方創生のさらなる推進 

第 3 －分権型社会の実現と道州制導入反対 

第 4 －町村財政の強化 

第 5 －議会の機能強化 

第 6 －議員のなり手確保 

第 7 －監査機能の強化 

第 8 －農業・農村振興対策の強化 

第 9 －森林・林業・山村振興対策の強化 

第10－水産業・漁村振興対策の強化 

第11－中小企業振興対策の強化 

　そのほか、地域保健医療の向上、医療保険制度の改善、介護高齢者福祉の充実強化、少子化・社会福祉

対策の強化、消防体制の強化など26項目についてありました。 

　わがまち岐南町においても未来に進む上で課題はたくさんあります。 

　まちや町民の方々のために議会としてもしっかりと考え進めていきます。 

（
町
長
）
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、

来
年
度
に
は
具
体
的
な
改
修
計
画

案
を
、
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

（
町
長
）
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修

計
画
を
進
め
る
中
で
、
現
在
利
用

さ
れ
て
い
る
方
々
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
要

望
に
応
え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ご
提
案
に
も
あ
る
、

に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し
て
の
整
備
や
新
た

な
ス
ポ
ー
ツ
の
誘
致
も
検
討
に
含
め
、

地
域
住
民
が
憩
え
る
環
境
作
り
を
今
後

計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 
（
建
設
部
長
）
平
成
３０
年
度
に
道
路

用
地
確
保
に
伴
う
用
地
説
明
会
の

開
催
、
用
地
測
量
、
補
償
工
作
物
の
調

査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
３１
年
度
以
降
に
は
、
踏

切
ま
で
の
道
路
改
良
工
事
を
岐
南
町
に

て
実
施
し
、
踏
切
本
体
の
拡
幅
改
良
工

事
を
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
へ
委
託
す

る
予
定
で
す
。
 

　
今
後
も
関
係
機
関
と
の
協
議
等
を
行

い
な
が
ら
、
早
期
実
現
に
向
け
て
遅
滞

な
く
進
め
ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
町
か
ら
の
バ
ス
運
行

業
務
委
託
と
し
て
、
年
間
を
通
じ

て
の
業
務
委
託
を
行
い
、
業
務
委
託
仕

様
書
の
中
で
利
用
ご
と
の
運
行
距
離
や

所
要
時
間
数
に
よ
る
契
約
に
よ
り
、
バ

ス
を
運
行
委
託
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

来
年
度
予
算
の
中
で
、
町
全
体
の
予
算

バ
ラ
ン
ス
を
鑑
み
、
バ
ス
に
関
す
る
予

算
の
編
成
に
必
要
性
や
合
理
性
が
あ
る

と
判
断
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
新
年
度

予
算
と
し
て
計
上
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
実
施
に
向
け
て
ケ
ー

ジ
や
囲
い
な
ど
の
資
材
確
保
と
設
置
・

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
検
討
し
、

自
治
会
に
呼
び
掛
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 
（
総
務
部
長
）
設
置
が
可
能
な
適
地

と
な
る
町
有
地
が
な
い
こ
と
や
設

置
に
は
多
額
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
動
向

を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

新スポーツ誘致が望まれるグラウンド 

拡幅予定の0号踏切 

都
市
再
生
整
備
計
画
の
平
成
２８
年
度

か
ら
平
成
３２
年
度
ま
で
の
5
年
計
画

を
進
め
、
名
鉄
と
詳
細
な
事
業
実
施
に
関

す
る
協
議
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
事
業
説

明
会
や
用
地
説
明
会
・
地
元
自
治
会
や
関

係
地
権
者
様
へ
の
説
明
を
い
つ
す
る
予
定

か
。
 新

し
い
ス
ポ
ー
ツ
誘
致
を
目
指
し
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有
効
利
用
を
進

め
る
事
は
、
岐
南
町
を
全
国
的
に
有
名
に

し
地
方
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
る
、
に

ぎ
わ
い
の
拠
点
作
り
に
も
な
る
と
思
う
が
、

今
後
、
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
作
り
の
一
つ
と

し
て
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
検
討
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
は
。
 

各
務
原
市
と
笠
松
町
と
協
議
の
結
果
、

駐
車
場
の
整
備
は
で
き
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
何
年
度
を
完
成
を
目
指
し

て
い
る
の
か
。
 

町
有
バ
ス
を
コ
ミ
タ
ク
の
よ
う
に
特

定
の
タ
ク
シ
ー
会
社
に
運
行
を
頼
む

事
は
出
来
な
い
の
か
。
 

岐
南
町
と
し
て
災
害
時
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
り
避
難
場
所
を
用
意
し
て

い
る
の
か
。
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有
効
活
用
 

町
長
　
駐
車
場
整
備
は
計
画
案
策
定
 

ス
ポ
ー
ツ
誘
致
や
住
民
の

憩
い
の
場
に
 

名
鉄
の
拡
幅
事
業
 

町
有
バ
ス
の
今
後
 

ペ
ッ
ト
の
避
難
訓
練
 

子
供
た
ち
の
情
操
教
育
に
も
な
り
、

高
齢
者
の
認
知
症
予
防
の
た
め
に
も

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
運
営
し
て
み
て
は
。
 

ド
ッ
グ
ラ
ン
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「議会だより」の写真を 
随時募集しています！ 

■
皆
様
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
岐
南
町
に
す
る
た
め
に
、

„
開
か
れ
た
議
会
“
を
目
指
し
て
「
議
会
だ
よ
り
」
の
役
割
を

十
分
に
認
識
し
、
今
後
も
広
報
委
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
知

恵
を
出
し
合
い
編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　（
黒
瀨
） 

 ■
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
る
こ
と
で
、
年
齢
と
同
じ
数
だ
け
福

を
身
体
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
の
が
、
福
豆
を
食
べ
る
こ
と
の

意
味
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
年
を
重
ね
る
毎
に
多
く
の
福
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
今
度
は
食
べ
き
る
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
沢
山
福
を
取
り
入
れ
る
際

に
は
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
・
・
・
　
　
　
　
　
　
　（
後
藤
） 

 ■
町
内
に
は
厳
し
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
精
一
杯
前
を
向
き

力
強
く
歩
ん
で
お
ら
れ
る
住
民
が
い
ま
す
。
そ
の
姿
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
感
動
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
住
民
か
ら
学
ん
だ
こ
と

や
得
た
こ
と
も
多
く
、
心
深
く
に
刻
み
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

住
民
が
僅
か
で
も
幸
せ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
議
員
と
し

て
の
役
目
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
小
島
） 

 ■
新
年
度
を
迎
え
、
心
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
議
員
は
新
年
が

２
度
あ
り
ま
す
。
１
月
と
４
月
で
す
。
個
人
的
な
新
年
は
比
叡

山
で
お
二
人
の
大
阿
闍
梨
と
お
会
い
し
、
新
年
を
迎
え
ま
す
。

護
摩
の
御
祈
祷
を
受
け
、
御
老
師
の
法
話
と
の
ひ
と
時
で
す
。

公
的
な
新
年
度
は
全
く
の
公
的
感
覚
で
迎
え
、
公
に
徹
す
る
一

年
を
誓
う
日
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
櫻
井
） 

 ■
前
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
副
議
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
の
で
残
り
の
任
期
中
は
一
般
質
問
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
「
副
議
長
は
議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
欠
け
た
と

き
に
お
い
て
議
長
の
職
務
を
行
う
」
と
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松

） 

今回のピックアップ（ボランティアネットワーク） 

12月定例会で決まったこと 
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委
員
長
　
　
黒
瀨
　
泰
孝 

副
委
員
長
　
後
藤
　
友
紀 

委
　
員
　
　
小
島
　
英
雄 

委
　
員
　
　
櫻
井
　
　
明 

委
　
員
　
　
松

　
浩
二 

○
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
 

○
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
事
業
計
画

策
定
委
員
会
 

○
郡
町
村
議
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
 

○
社
会
教
育
委
員
の
会
 

○
長
野
県
南
箕
輪
村
議
会
行
政
視
察

研
修
 

○
岐
阜
基
地
６０
周
年
記
念
行
事
 

○
地
方
自
治
法
７０
周
年
記
念
式
典
 

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会
 

○
政
権
与
党
国
会
議
員
と
の
 

意
見
交
換
会
 

○
議
会
議
員
と
語
る
会
 

○
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
 

○„
ね
ぎ
っ
ち
ょ
“
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
 

 ○
県
議
長
会
評
議
員
会
 

○
第
４
回
議
会
定
例
会
 

　（
１２
月
４
日
〜
２２
日
）
 

○
町
規
則
に
基
づ
く
表
彰
式
 

○
郡
広
域
連
合
消
防
技
術
競
練
会
 

・
連
合
議
会
定
例
会
 

○
郡
駅
伝
競
走
大
会
 

○
県
地
方
競
馬
組
合
議
会
定
例
会
 

○
総
務
常
任
委
員
会
 

○
ぎ
な
ん
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
 

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
会
 

○
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
事
業
計
画

策
定
委
員
会
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
 

・
評
議
員
会
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表紙の題字 

「　　」は 
西小学校6年 

裏野 杏実 さんの 
作品です 

うら の み あ 

風に乗り青空に伸びてゆく連凧（木曽川凧揚げまつり） 

大空に夢をのせて
 

　　　舞い上が
れ 

大空に夢をのせて
 

　　　舞い上が
れ 

大空に夢をのせて
 

　　　舞い上が
れ 

　北町民センターで「す
くすくサロン」が開催さ
れています。 
　今回は、親子で家族写
真を使い、可愛らしいカ
レンダーを作っていました。 
　皆さんとってもいい笑
顔ですね！ 

まちかど TOPICS
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